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思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

山

室

良

さ
き
に
哲
学
年
報
第
廿
二
輯
の
「
孔
子
と
老
荘
」
の
中
で
、
史
記
者
子
伝
に
関
す
る
疑
問
を
提
出
し
て
置
い
た
。
老
子
そ
の
人
に
つ
い

て
は
、
握
述
（
徐
澗
考
信
録
）
は
じ
め
幾
多
の
人
々
が
疑
問
を
提
出
し
、
我
が
伊
藤
蘭
隅
も
そ
の
実
在
を
縫
っ
て
い
る
が
（
紛
衣
稿
紗
）
、

乙

れ
ら
は
少
数
意
見
で
あ
る
。
然
し
そ
の
人
が
果
し
て
何
人
、
何
時
の
人
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
諸
家
の
意
見
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
、
或
は

老
鵬
、
李
耳
同
一
人
に
非
ず
と
し
（
鴻
友
蘭
）
、
或
は
老
聴
即
ち
太
史
跡
憾
と
し
（
緩
根
沢
）
、
或
は
倉
何
と
し
、
関
ヂ
と
し
、
老
来
子
と
す
る
。

国・

0
ロ
σ九
は
老
聴
の
子
、
宗
を
段
干
山
田
市
と
同
一
と
考
へ
る
。
も
し
こ
の
推
定
を
容
れ
る
と
す
れ
ば
、
老
子
は
四
！
三
世
紀
、
河
南
に
栄

え
た
家
系
の
人
と
な
る
。

こ
の
様
に
多
様
の
論
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
未
だ
決
め
手
の
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
老
子
書
の
成
立

に
つ
い
て
も
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
複
雑
さ
が
あ
る
。
今
こ
れ
を
そ
の
成
立
年
代
に
限
っ
て
も
容
易
で
な
い
。
老
子
書
が
孔
子
、
墨
子
の
あ
と
で
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あ
る
と
す
る
点
に
は
殆
ど
異
論
は
無
い
が
、
そ
の
成
立
を
荘
・
孟
の
前
と
す
る
者
（
侠
外
虚
・
他
著
中
国
思
組
通
史
｜
一
九
四
七
年
）
、
荘
子
の

後
と
す
る
者
（
錫
栄
圏
中
国
古
代
思
怨
史
l
一
九
五
四
年
）
、
前
二
百
五
十
年
を
中
心
と
す
る
前
後
二
三
十
年
間
と
す
る
者
（
武
内
義
雄

老
子

の
研
究
）
、
前
回
｜
三
世
紀
聞
と
す
る
者
〈
潟
友
問
中
国
哲
学
史
論
文
集
｜
一
九
五
八
年
）
な
ど
様
々
で
あ
る
。
そ
の
上
「
老
子
」
の
中
に
は
、

古
語
、
僅
諺
、
格
言
等
が
含
ま
れ
て
居
り
、

そ
れ
ら
と
老
子
書
成
立
年
代
と
の
関
係
を
ど
う
取
扱
う
か
な
ど
の
困
難
も
あ
る
。
顧
韻
剛
は

「
老
子
書
」
の
包
含
す
る
時
代
は
甚
だ
長
く
、
上
は
春
秋
時
代
の
「
以
徳
報
怨
」
か
ら
下
は
戦
国
末
の
「
絶
型
棄
知
」
ま
で
大
約
三
百
年

の
歴
史
が
あ
る
と
し
、
呂
氏
春
秋
に
黄
帝
書
を
引
い
て
老
子
書
を
引
か
ず
、
荷
子
に
道
経
を
引
い
て
道
徳
経
を
引
か
な
い
か
ら
、
戦
国
末

に
未
だ
老
子
書
は
成
立
し
て
い
な
い
と
考
へ
、

そ
の
成
立
を
自
民
春
秋
と
准
南
子
と
の
聞
に
置
い
て
い
る
（
彼
自
氏
春
秋
推
測
老
子
之
成
害

年
代
｜
古
史
務
第
四
）
。
劉
節
は
、
老
子
書
中
の
中
心
問
題
は
、
量
子
と
荘
子
と
の
間
に
あ
る
が
、
老
子
書
の
出
現
は
凶
漢
文
景
の
聞
で
あ
る

と
す
る
（
古
史
考
春
）
。
木
村
英
一
氏
は
詳
細
な
実
証
的
研
究
の
後
、
漢
初
以
前
の
老
子
蓄
は
未
だ
定
形
が
な
か
っ
た
と
疑
い
、
漢
初
、
韓

非
子
後
学
の
頃
に
な
っ
て
彼
等
の
伝
え
る
老
子
書
が
半
以
上
今
本
と
一
致
す
る
様
に
な
り
、
史
記
・
准
南
子
の
頃
に
な
っ
て
、

ほ
ぽ
今
の

形
に
な
っ
た
と
す
る
（
老
子
の
新
研
究
第
一
）
。

そ
の
他
張
寿
林
は
「
老
子
著
作
の
時
代
は
、
約
、
孟
子
の
前
後
に
在
り
」
（
老
子
道
徳
経
出
於

儒
之
後
考
｜
古
史
緋
四
）
と
考
へ
、
張
西
堂
は
「
老
子
書
は
荘
子
内
篇
の
後
に
成
っ
た
」
（
羅
根
沢
諸
子
考
索
所
引
）
と
す
る
。
〉
円
昨
日

H
5
4〈
ω－

a

に
よ
れ
ば
同
号
店
話
回
は
斗
宮
司
0
2－
s－一司創立
m
E
C
H
o
g
g－
c
g
N）
の
中
で
老
子
の
韻
律
を
前
三
世
紀
の
典
型
的
の
も
の
と
し
て

い
る
と
い
う
。
ウ
ェ

l
レ
l
自
身
は
「
老
子
」
を
前
二
四
O
年
頃
の
成
立
と
す
る
が
、

そ
の
根
拠
は
的
確
と
は
い
へ
な
い
ま
で
も
、
思
想

路
緯
上
か
ら
の
推
定
で
あ
る

2
Z
調
書
白
色
町
Z
3
4
8円l
S健
三
ロ
ロ
ω

ヨ
g色
島
の

4
8
4勺
o
n
v
z
m．
は
凶
欧
人
に
よ
っ
て
到
達

さ
れ
た
最
精
密
の
研
究
と
評
さ
れ
る
翻
訳
で
あ
る
が
氏
は
、

「
道
徳
経
上
に
あ
ら
は
れ
る
諸
思
組
は
、
前
三
世
紀
の
中
国
思
想
に
全
く
属



す
る
も
の
で
あ
る
：
：
：
余
は
中
国
思
想
の
発
展
路
線
上
か
ら
同
書
を
、
前
三
世
紀
以
前
に
置
く
乙
と
は
不
可
能
と
考
へ
る
」
と
い
う

〈
一
九
五
四
年
〉
。

2
8島
町
回
目
は
、

「
老
子
書
の
成
立
は
前
三
世
紀
か
ら
あ
ま
り
遠
く
な
い
所
に
お
か
れ
て
い
る
」
と
近
来
の
研
究
を
概
括

し
て
い
る

3
Z
ω
a
g
s
g
a
C
4
E
S巴
g
z
g
z
p〈
O
「
口
｜
忌
忽
）
。
高
友
閣
は
戦
後
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
講
じ
た
中
国
哲
学
史

で
は
、
以
前
の
大
著
中
国
哲
学
史
で
「
老
子
書
」
を
孟
子
の
後
、
恵
施
、
公
孫
龍
の
前
に
お
い
て
い
た
の
に
反
し
、
「
老
子
書
」
を
恵
施
、

公
孫
龍
の
あ
と
に
お
い
て
い
る
♀

ω
Z
2
自
民
O
弓
え
の
E
5
8
3出
。
凹
O
U
F司

llMEg。
近
来
の
諸
研
究
は
、
「
老
子
書
」
を
従
前
よ
り

後
に
位
さ
せ
る
傾
向
の
も
の
が
多
い
。
勿
論
こ
れ
に
は
反
対
も
あ
る
。
私
は
、
専
ら
思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
荘
子
内
篇
と
対
比
し
つ
h

そ
の
前
後
を
考
へ
て
見
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

道
家
が
道
家
と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
自
覚
し
主
張
し
出
し
た
の
は
荘
子
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
道
家
は
荘
子
に
よ
っ
て
成
立

し
た
と
も
い
へ
る
。
然
し
荘
子
以
前
に
お
い
て
、
荘
子
に
影
響
を
与
え
た
道
家
も
あ
る
。
宋
釦
は
そ
の
一
人
で
あ
り
、
店
子
遣
造
遊
に
は

出
い
尊
敬
を
以
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
孟
子
も
之
と
語
っ
て
、
先
生
と
昭
び
か
け
て
敬
意
を
表
し
て
い
る
。
斉
は
道
山
本
の
発
祥
地
で
あ
り

〈
史
記
楽
毅
伝
）
、
斉
の
学
術
の
一
大
集
成
と
も
い
う
べ
き
管
子
は
、
あ
る
人
に
よ
っ
て
斉
文
化
叢
託
の
名
さ
へ
与
へ
ら
れ
て
い
る
が
、
管
子

の
中
に
は
斉
の
学
聞
を
知
る
に
足
る
貴
重
な
資
料
が
埋
れ
て
い
る
。
近
時
の
発
掘
は
、
心
術
篇
、
内
業
篇
、
白
心
篇
な
ど
が
、
宋
餌
削
、
罪

文
等
の
思
想
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
い
一
ヤ
孟
子
が
四
十
に
し
て
心
を
動
か
さ
ず
と
述
べ
た
の
は
、
斉
の
道
家
に
接

触
し
た
結
果
と
推
定
さ
れ
る
し
、
浩
然
の
気
の
来
源
と
考
へ
ら
れ
る
思
姐
も
内
業
、

心
術
等
の
請
篇
に
見
出
さ
れ
る
（
託
子
は
集
義
と
い
う

思
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点
で
特
色
を
示
し
て
は
い
る
）
。

荘
子
天
下
篇
K
は
宋
新
を
批
評
し
て
「
以
＝
禁
攻
寝
兵
－
為
レ
外
、
以
＝
情
欲
寡
浅
－
為
レ
内
、
其
小
大
精
組
、
其
行
適
至
レ
固
定
止
」
と
あ
り
、

孟
子
に
も
彼
が
戦
を
止
め
し
め
る
為
に
活
動
し
て
居
る
乙
と
が
語
ら
れ
て
居
て
（
告
子
下
）
、
宋
新
に
黒
家
の
風
あ
る
乙
と
が
分
る
。
と
同

時
に
内
業
篇
に

凡
人
之
生
也
、
必
以
＝
平
正
司

所
＝
以
失
官
之
、
必
以
＝
喜
怒
憂
患
ヘ
是
故
止
レ
怒
莫
レ
若
レ
詩
、

去
レ
憂
莫
レ
若
レ
楽
、

節
レ
楽
莫
レ
若
レ
礼
、

守
レ
礼
莫
レ
若
レ
敬

と
あ
る
様
に
儒
教
の
考
方
に
も
理
解
を
持
っ
て
居
る
。
筆
者
は
孟
子
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
（
哲
学
年
報
第
廿
一
輯
）
の
中
で
、
宋
餌
削

の
思
想
の
意
外
に
孟
子
に
似
た
点
が
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
た
が
、
天
下
篇
に
は

「
以
レ
珊
合
レ
曜
、
以
レ
調
＝
海
内

L
と
あ
る
。
馬
鍍
倫
は
、

珊
一
本
師
に
作
る
、
借
り
て
儒
と
な
す
、
儒
は
弱
で
あ
る
と
し
、
己
が
執
を
破
っ
て
善
く
人
に
従
ふ
乙
と
だ
と
解
し
て
い
る
が
、
宋
釦
が己ぞ

調
和
し
よ
う
と
し
た
立
場
は
具
体
的
に
は
儒
と
墨
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
基
調
を
な
す
も
の
は
、
遺
遁
遊
に
見
え
る
様
な
「
世
を
挙

っ
て
誉
む
れ
ど
も
勧
る
乙
と
を
加
へ
ず
、
世
を
挙
っ
て
非
れ
ど
も
祖
む
乙
と
を
加
へ
ぬ
」
彼
の
自
由
き
で
あ
り
、
私
な
さ
（
師
H
儒
H
柔）

で
あ
り
、
情
欲
寡
浅
で
あ
る
。
有
子
天
論
篇
に
は
「
宋
子
有
レ
見
＝
於
少
ヘ
無
レ
見
＝
於
多
L
と
批
評
し
て
い
い
か
d

宋
釦
の
こ
れ
ら
の
傾
向

は
孟
子
の
自
然
を
最
高
と
し
、
寡
欲
を
尊
ぶ
傾
向
と
も
相
通
ず
る
。
心
術
篇
に
は
次
の
様
に
あ
る
。

晴
欲
充
益
、
目
不
レ
見
レ
色
、
耳
不
レ
聞
レ
声

虚
＝
其
欲
－
、
神
将
＝
入
金
ロ
－

夫
心
有
レ
欲
者
、
物
過
而
目
不
レ
見
、
声
至
而
耳
不
レ
聞
也
：
：
：
故
目
、
心
術
者
無
為
而
制
レ
家
者
也

上
篇

II 



去
欲
と
い
ふ
文
字
も
心
術
上
篇
に
見
え
て
い
る
。
欲
を
去
れ
ば
、
心
の
霊
妙
な
働
き
が
返
っ
て
来
る
と
い
ふ
立
場
は
、
孟
子
の
「
養
心
莫
レ

諸
国
＝
於
寡
欲
こ
と
も
深
い
関
係
が
あ
る
。

孔
子
は
「
欲
す
る
所
に
従
ひ
て
短
を
揃
え
ず
」
と
言
ひ
、
季
康
子
に
対
へ
て
は
、

「
有
も
子
に
し
て
不
欲
な
ら
ば
、
之
を
賞
す
と
離
も

痛
ま
ず
」
と
言
ふ
。
前
者
は
、
欲
は
法
則
に
あ
へ
ば
さ
し
っ
か
へ
な
い
と
い
ふ
も
の
、

い
は
ば
普
通
の
欲
の
用
法
で
あ
る
。
後
者
も
或
は

特
別
の
意
味
は
無
く
、
政
治
は
結
局
為
政
者
の
心
に
帰
す
る
と
い
ふ
孔
子
の
立
場
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
宋
釦
や

量
子
に
な
る
と
、
去
歓
や
寡
欲
は
、
心
の
本
性
と
深
い
関
係
を
有
っ
て
諮
ら
れ
て
来
る
。
量
子
は
「
存
＝
其
心
ヘ
養
＝
其
性
乙
（
尽
心
上
）

と
い
ひ
、
内
業
篇
は
「
能
反
＝
其
性
－
、
性
将
z
大
定

L
と
い
ふ
。
後
者
に
は
、
「
節
欲
之
道
、
万
物
不
レ
害
」
と
あ
り
、
霊
子
に
は
「
養
心

莫
レ
善
＝
於
寡
欲
こ
と
あ
る
。

乙
の
様
に
節
欲
や
寡
欲
が
、
心
の
本
性
に
関
係
づ
け
て
考
へ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
こ
の
頃
（
前
四
世
紀
）

か
ら
で
あ
る
。

内
業
篇
に
は
カ
タ
チ

凡
心
之
刑
、
自
充
自
盈
、
自
生
自
成
、
其
所
＝
以
失
v
之
、
必
以
＝
憂
楽
喜
怒
欲
利
ヘ
能
去
＝
．
愛
楽
喜
怒
欲
利
－
、
心
乃
反
済

さ
ま
た
げ
さ
へ
し
な
け
れ
ば
心
は
自
ら
生
じ
自
ら
成
る
、
乃
ち
反
済
す
る
と
考
へ
る
。
量
子
は
人
間
の
自
主
性
を
尊
ぶ
か
ら

養
心
と
表
現
す
る
が
、
養
心
も
自
暴
自
棄
し
な
い
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、
無
理
す
る
こ
と
で
は
無
い
。
時
雨
の
降
る
が
如
く
自
然
に
育
て

と
あ
っ
て
、

る
べ
き
も
の
、

孟
子
は
乙
れ
を
「
勿
レ
忘
勿
レ
助
」
と
い
う
。

「
勿
レ
忘
」
と
い
ふ
表
現
に
儒
家
の
特
色
は
あ
る
が
、

乙
れ
も
内
業
篇
の

「
勿
レ
引
勿
レ
推
」
、
心
術
上
篇
の
「
無
レ
益
無
レ
損
」
と
同
列
の
考
方
で
あ
り
、
荒
子
は
恐
ら
く
朱
釦
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

愛
欲
静
レ
之
、
過
乱
正
レ
之
、
勿
レ
引
勿
レ
推
、
福
将
＝
自
帰
－
、
：
：
：
静
則
得
レ
之
、
蝶
則
失
レ
之

霊
灯
油
在
レ
心
、

一
来
一
逝
、
其
細
無
レ
内
、

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

四
九
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其
大
無
ト
外
、
所
＝
以
失
官
之
、
以
レ
蝶
為
レ
害

内

業

無
為
之
道
、
因
也
、
因
也
者
、
無
レ
益
無
レ
損
也

（
心
術
上
）

と
の
考
方
は
、
荒
子
の
「
道
は
故
の
み
」
の
考
方
と
一
つ
で
あ
る
。
心
術
上
篇
に

道
は
因
で
あ
る
。
・
因
と
は
益
す
る
無
く
損
す
る
な
し
、

は
、
「
因
也
者
、
舎
レ
己
而
以
レ
物
為
レ
法
者
也
」
と
あ
り
、
又
、
「
過
在
＝
自
用
－
、
界
在
＝
変
化
－
、
自
用
則
不
レ
慮
、
不
レ
虚
則
件
＝
於
物
－
突
、

イ
ツ
ヲ
リ
イ
ツ
ヲ
リ

変
佑
則
－
為
生
、
為
生
則
乱
」
と
も
あ
る
が
、
霊
子
も
撃
す
る
智
を
用
い
る
こ
と
を
さ
け
、
自
然
の
法
則
に
任
せ
る
こ
と
と
関
係
づ
け
て

「
故
」
を
説
明
し
て
い
る
。
霊
子
の
故
は
、
推
す
な
く
、
引
く
な
く
、
自
然
に
任
す
こ
と
、
心
術
篇
の
「
悶
」
に
当
る
。
心
術
篇
は
因
と

は
無
為
だ
と
い
ふ
。
左
伝
昭
公
元
年
に
は
、
過
度
の
欲
望
が
六
疾
を
生
ず
る
と
あ
る
様
に
、

は
じ
め
は
欲
望
の
抑
制
は
肉
体
の
自
然
に
関

聯
し
で
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
宋
釦
、
荒
子
の
頃
に
は
欲
望
は
専
ら
心
の
自
然
を
害
ふ
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
来
た
。
内
業
篇

に
は
、
欲
望
の
あ
る
所
、
動
揺
で
あ
り
、
動
揺
あ
る
所
、
心
の
神
貴
な
る
も
の
は
宿
ら
な
い
、

と
あ
る
。
心
術
上
篇
に
も

虚
＝
其
欲
－
、
神
将
＝
入
舎
「
、
掃
＝
除
不
潔
－
、
神
乃
留
処

と
あ
る
。
霊
子
は
「
自
ら
反
み
て
直
し
い
」
状
態
を
持
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
浩
然
之
気
」
を
養
は
う
と
す
る
。
欲
望
を
暴
に
す
れ
ば

事

正
し
さ
を
害
い
、
心
館
え
芯
る
を
得
な
い
。

量
子
．
の
「
勿
レ
忘
勿
レ
助
」
も
、
宋
釦
等
の
「
勿
レ
推
勿
レ
引
」
「
無
レ
益
無
レ
損
」
も
共
に
養
心
の
道
で
あ
っ
た
。

「
老
子
」
で
は
孔
子
の
道

が
宇
宙
の
道
に
高
め
ら
れ
た
と
同
様
、
前
回
世
紀
の
哲
人
が
心
の
問
題
と
し
て
把
え
た
無
為
が
、
宇
宙
的
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

道
常
無
為
而
無
レ
不
レ
為
。

七

啓
上
述
の
諸
点
に
関
し
て
は
「
孟
子
に
お
け
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源
」
を
参
照
さ
れ
た
い
（
過
記
）
。



損
レ
之
又
損
至
＝
於
無
為
－
、
無
為
而
無
レ
不
レ
為

四
J¥ 

あ
と
の
例
は
宋
釦
等
の
例
に
近
い
と
い
へ
る
が
、
前
の
例
は
無
為
を
宇
宙
的
本
休
の
姿
と
し
て
考
へ
た
も
の
で
あ
る
。
宋
釦
、
荒
子
で

は
、
節
欲
、
去
欲
、
寡
欲
を
専
ら
養
心
の
道
と
し
て
考
へ
て
い
る
が
、

「
老
子
」
は
「
少
私
・
採
欲
」
を
い
う
も
の
＼

い
つ
も
天
下
の
事

と
し
て
述
べ
て
い
る
。

無
欲
以
静
、
天
下
将
自
定

七

清
静
為
－
－
天
下
正

四
7汀．

我
無
為
而
民
自
化
、
我
好
レ
静
而
民
自
疋
、
我
無
事
而
民
自
白
、
政
無
欲
而
民
自
僕

五．
Fじ

ク
ワ
l
ル
は
老
子
を
ぜ
ロ
召
g
Z
0．
荘
子
を
げ
。
ロ
5
5
1
E
Z
0．
と
特
徴
づ
け
、
後
者
が
本
来
の
純
粋
な
も
の
で
前
者
の
ぜ
ロ
召
S
Z
0．

（阿）

は
二
次
的
に
起
っ
た
も
の
と
考
へ
て
い
る
。
問
題
は
簡
単
で
は
な
く
、
挟
雑
的
な
も
の
か
ら
漸
次
純
粋
化
し
た
と
の
見
方
も
可
能
で
あ
ら

ぅ
。
た
だ
「
荘
子
」
そ
の
も
の
で
は
内
篇
の
方
が
純
粋
で
、
時
代
の
下
る
外
雑
篇
の
万
が
遥
か
に
挟
雑
物
が
多
い
。
老
子
に
は
多
く
の
挟

（五）

雑
物
が
あ
る
こ
と
は
多
数
の
人
々
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
ク
リ
1
ル
の
説
に
賛
成
せ
ざ
る
を
符
な
い
。

荘
子
内
篇
遁
透
遊
篇
に
、

「
至
人
無
レ
己
」
と
あ
り
、
応
帝
王
篇
に
、

「
汝
遊
一
一
心
於
淡
一
、

A
P気
於
漠
一
、
順
一
一
物
之
自
然
一
而
無
U

容
レ
私

官
、
一
而
天
下
治
失
」
と
あ
る
。
徳
充
符
篇
に
は
、
「
人
之
不
下
以
＝
好
悪
日
内
傷
中
其
’
身
ヘ
市
閃
＝
自
然
－
、
而
不
レ
議
レ
生
」
と
あ
る
。

乙
れ
は

心
術
上
篇
の
「
悶
也
者
、
無
レ
益
無
レ
損
也
」
を
想
起
さ
せ
る
。
内
業
篇
に
は
、

「
執
レ
一
不
レ
失
能
活
＝
万
物
こ
と
あ
る
が
、

そ
の
執
一
と

は

ご
レ
物
能
化
謂
＝
之
神
ヘ

一
レ
事
能
相
手
謂
＝
之
智
こ
と
な
り
、

「
悦
執
レ
一
之
泊
子
、
能
為
レ
之
乎
」
と
あ
る
様
に
’
万
物
に
君
た
る

所
以
が
、
心
の
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

（
説
子
で
は
、
執
一
を
執
巾
に
対
比
し
て
否
定
し
て
府
る
。
こ
の
一
は
別
の
意
味
で
あ
る
。
京
子
も

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

五



思
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発
展
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「
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」
成
立
の
年
代
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「
一
本
」

「
士
山
壱
」
を
言
、
っ
。
志
壱
は
管
子
の
「
執
ご
に
他
な
ら
な
い
。
本
第
十
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）
老
子
に
は

僕
散
則
為
レ
器
、
聖
人
用
レ
之
則
為
＝
官
長
－
、
故
大
制
不
レ
制

と
あ
っ
て
、
そ
の
立
場
は
心
を
主
と
す
る
人
々
の
立
場
と
は
異
っ
て
来
て
い
る
。
た
し
か
に
老
子
の
方
が
ぜ
ロ
吋
℃
S
Z
R
で
は
あ
る
が
、
「
老

子
」
と
管
子
心
術
、
内
業
篇
や
荘
子
内
篇
と
の
先
後
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
尚
他
の
郁
々
の
角
度
か
ら
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

心
術
上
篇
に
、

＊
 

「
虚
＝
其
欲
－
、
神
将
＝
入
本
一
了
、
掃
司
除
不
潔
－
、
神
乃
留
処
」
と
あ
る
。
元
来
神
は
宗
教
的
対
象
で
あ
っ
た
。
嘗
て
は
天

上
に
在
っ
て
人
聞
を
支
配
し
た
神
が
漸
次
人
間
中
心
の
も
の
に
変
っ
て
来
、
前
回
世
紀
の
頃
に
は
人
聞
に
内
在
す
る
最
も
霊
妙
な
働
き
と

し
て
考
へ
ら
れ
て
来
て
い
る
。
心
術
上
篇
に
は
、

「
潔
＝
其
宮
－
、
閲
＝
其
門
一
、
去
レ
私
母
レ
守
口

神
明
若
存
」
と
も
あ
る
。
荘
子
人
間
世
篇

l乙
は夫

拘
＝
耳
目
内
通
ヘ
而
外
＝
於
心
知
一
、
鬼
神
将
＝
来
舎
－
、
而
況
人
乎
、
是
万
物
之
化
也

と
あ
る
。
心
術
篇
で
は
、
不
潔
が
掃
除
さ
れ
れ
ば
、
神
が
心
に
宿
る
と
、
未
だ
神
の
原
義
を
存
し
て
い
る
が
、
人
間
世
篇
で
は
、
同
じ
く

＊
神
が
漸
次
人
聞
を
中
心
と
す
る
も
の
に
変
っ
て
来
た
の
は
次
の
例
な
ど
に
う
か
が
は
れ
る
。

夫
民
、
神
之
主
也
、
是
以
聖
王
先
成
民
而
後
致
力
於
神
（
左
伝
桓
公
六
年
）

鬼
神
非
人
実
親
、
惟
徳
是
依
、
故
周
番
日
、
皇
天
無
親
、
惟
彼
是
輔
（
左
伝
倦
公
五
年
）

国
将
興
、
聴
於
民
、
将
亡
、
聡
於
神
（
左
伝
荘
公
一
二
二
年
）

裏
公
十
八
年
に
も
民
の
こ
と
を
「
神
主
」
と
し
て
い
る
。



鬼
神
の
文
字
を
用
ひ
な
が
ら
も
耳
目
内
通
と
い
ふ
言
葉
で
も
分
る
様
に
神
は
内
而
的
全
的
な
働
き
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と

は
同
篇
の
心
斎
の
考
に
よ
っ
て
も
知
り
得
る
。

こ
れ
ら
は
心
術
上
篇
の
、
「
館
不
＝
畔
除
一
則
貴
人
不
レ
舎
需
、
故
日
、
不
レ
潔
則
神
レ
不
処
」

と
い
ふ
た
と
へ
に
見
ら
れ
る
様
な
、
他
か
ら
客
人
と
し
て
来
っ
て
宿
る
と
い
ふ
の
で
も
な
く
、
又
内
業
篇
の
「
心
の
中
の
心
」
と
い
ふ
表

現
で
も
十
分
で
な
い
程
、
全
的
、
神
秘
的
の
も
の
に
移
り
つ
h
あ
る
。

議
ル
ム
ポ
篇
の
解
牛
者
は
、

「
以
レ
神
過
」

と
語
ら
れ
て
い
る
が
、

遁
造
遊
篇
に
は
又
神
人
の
文
字
が
あ
る
。

貌
姑
射
之
山
、
有
＝
神
人
－
居
君
、
飢
膚
若
－
一
氷
幻
－
、
糾
約
若
＝
処
子
ヘ
不
レ
食
－
1
1
1
穀一、

吸
レ
凪
飲
レ
露
、

乗
一
一
雲
気
－
、
禦
＝
飛
龍
－
、
市

遊
＝
乎
四
海
之
外
－
、
其
神
凝
：
：
：
之
人
也
、

之
徳
也
、
将
下
努
硝
一
一
万
物
一
以
為
上
レ
一
、
斬
＝
乎
乱
一
、

執
弊
弊
語
以
＝
天
下
一
為
レ
事
、

之

人
也
、
物
英
＝
之
傷
－
、
大
浸
稽
レ
天
市
不
レ
樹
、
大
皐
、
金
石
流
、
土
山
焦
、
而
不
レ
熱
、
：
：
：
執
背
以
レ
物
為
レ
事

神
人
の
神
は
鬼
神
の
原
義
を
残
し
て
い
る
と
共
に
、

「
其
神
凝
」

と
い
は
れ
る
神
は
、

「
神
将
－
一
入
舎
一
」
と
い
は
れ
た
神
の
様
に
外
か

ら
来
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
も
は
や
、
襖
も
外
も
な
い
天
地
と
一
た
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
。
神
凝
る
が
故
に
神

人
な
の
で
あ
る
。
神
人
は
天
地
と
一
つ
で
あ
る
が
故
に
何
物
も
こ
れ
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
斉
物
論
に
も
い
う
。

王
個
目
、
至
人
神
突
、
大
沢
焚
而
不
レ
能
レ
熱
、
河
漢
流
而
不
レ
能
レ
寒
、
疾
中
間
破
レ
山
、
風
振
レ
潟
、
而
不
レ
能
レ
驚
、
若
然
者
乗
－
一
骨
芳
子
、

騎
＝
日
月
一
、
而
遊
一
一
四
海
之
外
二
死
生
無
レ
変
一
一
於
己
一
、
而
況
利
害
之
端
乎

雲
気
と
い
う
語
は
内
業
篇
に
あ
っ
て
、
同
篇
の
胃
一
政
そ
の
他
に
託
子
治
然
の
気
を
出
は
せ
る
言
葉
が
あ
る
。
泊
透
遊
の
「
之
人
也
、
之
徳

也
、
将
下

g
g硝
万
物
日
以
為
土
レ
一
云
云
」
も
同
様
で
あ
る
。

世
間
て
は
天
上
に
あ
っ
た
神
が
、

や
が
て
人
に
内
在
す
る
も
の
と
な
り
、
更
に

内
外
を
通
じ
て
一
と
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
文
の
年
代

五



思
想
発
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の
路
線
上
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の
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五
四

同
じ
く
道
家
と
い
っ
て
も
、
「
老
子
」
と
荘
子
で
は
違
う
。
荘
子
は
心
の
自
然
を
中
心
と
し
、
老
子
は
自
然
そ
の
も
の
を
中
心
と
す
る
。

等
し
く
出
る
水
の
例
で
も
老
子
は
、
水
は
道
に
近
い
も
の
と
し
て
語
り
（
八
章
、
七
十
八
章
）
、
荘
子
は
精
神
の
静
け
さ
に
関
し
て
語
っ
て
い

〈六
V

スV

。
「
平
は
水
の
停
る
の
盛
な
り
。
そ
れ
以
て
法
と
為
す
べ
し
、
内
、
之
を
保
っ
て
、
外
、
蕩
せ
ず
云
云
』

（
徳
充
符
）
と
あ
る
。
外
篇
刻

意
篇
に
は
、

乙
の
意
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

形
労
而
不
レ
休
則
弊
、
精
用
而
不
レ
己
則
労
、
労
則
喝
、
水
之
性
不
レ
雑
則
清
、
英
レ
動
則
平
、
欝
閉
而
不
レ
流
、
亦
不
レ
能
レ
清
、
天
徳
之

象
也
、
故
日
、
純
粋
市
不
レ
雑
、
静
一
而
不
レ
変
、
淡
而
無
レ
為
、
動
市
以
＝
天
行
－
、
此
養
レ
神
之
道
也

す
な
は
ち
、
水
は
天
徳
の
象
で
あ
り
、
天
徳
の
象
は
養
神
の
道
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
徳
充
符
篇
に
、
「
外
＝
乎
子
之
神
ヘ
労
＝
乎
子
之

精
こ
と
精
と
神
と
が
五
用
さ
れ
て
い
る
。
精
の
字
は
内
篇
に
は
乙
の
他
は
人
間
世
篇
に
、
「
鼓
策
播
精
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
あ
と
の

場
合
は
「
簡
米
国
レ
精
」

（
司
馬
彪
）
と
い
ふ
原
義
に
他
な
ら
な
い
。
精
自
に
す
る
こ
と
か
ら
、
精
天
、
精
粋
、
精
明
な
ど
の
用
語
に
も
な

と
互
用
さ
れ
る
精
も
こ
れ
で
あ
り
、
精
神
と
熟
す
る
の
も
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。

る
の
で
あ
る
が
、
管
子
心
術
篇
に
は
、
「
中
不
レ
精
者
心
不
レ
治
」
と
あ
る
。
乙
の
精
は
心
の
精
明
の
状
態
を
さ
し
て
い
る
。
徳
充
符
篇
の
神

（
七
｝

乙
れ
に
比
べ
る
と
老
子
の
精
に
は
異
る
も
の
が
出
て
い
る
。

（
精
は
物
の
精
粋
で
あ
る
と
共
に
精
神
の
精
粋
で
あ
る
が
。
五
五
章
は
後
者
の
例
か
）

道
之
為
レ
物
、
惟
悦
惟
惚
、
惚
令
悦
令
、
其
中
有
レ
象
、
悦
令
惚
A
句
、
其
中
有
レ
精
、
其
精
甚
信
、
其
中
有
レ
信

二
十

乙－
h

に
見
え
る
精
は
、
荷
子
賦
篇
の
「
血
気
之
精
」
易
繋
辞
伝
の
「
精
気
為
レ
物
」

「
天
地
細
組
、
万
物
化
醇
、
男
女
構
レ
精
、
万
化
化
生
」

な
ど
に
見
え
る
精
と
等
し
く
、
精
神
の
精
と
は
少
し
違
ふ
。
荘
子
も
外
雑
篇
に
な
る
と
「
老
子
」
と
等
し
い
意
味
の
精
を
用
い
る
。

上
惇
＝
日
月
之
明
ヘ
下
燥
＝
山
川
之
精

〈
脹
鋒
）



吾
欲
下
取
＝
天
地
之
精
－
、
以
佐
一
孟
穀
－
、
以
養
中
民
人
土

（
在
宥
）

な
ど
は
此
の
例
と
言
へ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
に
見
て
来
る
と
老
子
の
精
は
荘
子
内
篇
や
管
子
心
術
・
内
業
両
篇
な
ど
に
見
え
る
精
よ
り

お
そ
く
出
て
来
た
考
方
を
含
む
様
に
思
ふ
。

孟
子
は
「
万
物
皆
我
に
存
す
」

（
童
心
上
）
と
も
、

「
そ
れ
君
子
過
ぐ
る
所
の
者
は
化
、
布
す
る
所
の
者
は
神
」

（
同
）
と
も
言
っ
た
。

こ
れ
は
童
子
の
精
神
主
義
を
語
る
言
葉
で
あ
り
、

こ
の
心
を
巾
心
と
す
る
考
万
は
、
管
子
心
術
、
自
心
、
内
業
な
ど
の
諸
篇
と
共
に
前
四

山
紀
思
想
界
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
が
、
荘
子
内
篇
の
立
場
も
こ
れ
に
近
い
。
心
の
精
明
な
も
の
が
神
に
他
な
ら
な
い
（
徳
充
符
籍
の
例
）
。

か
h

る
神
は
心
の
中
の
神
で
あ
る
と
共
に
宇
宙
と
一
つ
で
あ
る
。

「
老
子
」
で
は
神
は
、
道
よ
り
も
一
よ
り
も
下
に
位
し
て
い
る
。

天
得
レ
一
以
清
、
地
得
レ
一
以
寧
、
神
得
レ
一
以
索
、
谷
得
レ
一
以
組
、
万
物
得
レ
一
以
生
、

王
侯
得
レ
一
以
為
z

天
下
之
貞
二
其
致
レ
之
一
也

九

以
レ
道
蕗
ニ
天
下
一
、
其
鬼
不
レ
神
、
非
＝
其
鬼
不
v
神
、
其
神
不
レ
傷
レ
人

六
O

然
し
次
の
様
な
神
に
は
、
ど
こ
か
に
神
の
同
義
が
残
っ
て
い
る
様
に
見
え
る
。

谷
神
不
レ
死
、
是
謂
＝
玄
牝
－
、
玄
牝
之
内
、
是
謂
＝
天
地
之
根
－
、
勝
綿
布
レ
在
、
用
レ
之
不
レ
勧
（
高
亨
一
五
勧
尽
也
）

ム
ノ、

天
下
之
神
器
、
不
レ
可
レ
為
也

九

老
子
は
谷
の
字
を
二
八
章
、
三
九
章
、
四
一
意
な
ど
で
も
用
い
て
い
る
。
伊
福
部
降
彦
氏
が
者
一
同
ふ
様
に
、
谷
は
そ
れ
自
身
実
体
が
な
く
、

二
つ
の
山
に
依
容
し
て
い
る
。
山
を
取
れ
ば
谷
も
無
い
、
山
は
一
つ
で
も
山
で
あ
る
の
に
、
谷
は
山
に
よ
っ
て
谷
で
あ
る
。
し
か
も
実
体

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

五
五



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

五
六

な
く
と
も
谷
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
は
集
り
、
水
は
流
出
し
、
物
が
養
は
れ
る
。

こ
の
点
が
道
に
た
と
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
道
は
無

に
し
て
万
物
が
道
か
ら
生
じ
道
に
復
帰
す
る
。
高
亨
は
、
谷
神
と
は
道
の
別
名
に
他
な
ら
な
い
と
い
ふ
。
谷
神
の
神
に
は
神
の
原
義
が
残

っ
て
い
る
に
は
し
て
も
、
か
く
言
は
れ
る
神
は
古
代
の
、
上
に
あ
っ
て
支
配
す
る
神
と
は
全
く
異
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
神
器
の
神
は
、

全
く
の
形
容
詞
に
す
ぎ
な
い
。

か
、
〉
る
神
は
、
上
に
あ
る
神
、
内
在
す
る
神
、
内
外
を
一
に
す
る
神
な
ど
の
あ
と
に
出
て
来
た
も
の
で
は
な

、
山
。

p
v
J
A
 

こ
の
様
に
「
老
子
」
の
神
は
、
古
代
の
宗
教
的
絶
対
的
力
を
も
っ
た
も
の
か
ら
変
っ
て
来
て
い
る
が
、
天
も
亦
そ
う
で
あ
っ
た
。

四

天
は
書
に
於
い
て
は
絶
対
者
で
あ
る
。

詩
に
於
い
て
も
一
大
は
絶
対
者
で
は
あ
る
が
、

詩
の
後
期
に
は
自
然
と
し
て
の
天
も
現
れ
て
い

る
。
孔
子
は
天
命
を
知
る
こ
と
を
重
視
し
、
墨
子
は
天
志
を
彼
の
主
張
の
根
源
と
す
る
。
孟
子
は
、

「
之
を
為
す
英
く
し
て
為
す
者
は
天

也
、
之
を
致
す
莫
く
し
て
至
る
者
は
命
也
」
と
い
ふ
が
、

そ
れ
は
偶
然
で
も
ア
ナ
ン
ケ
ー
で
も
な
く
、

や
は
り
人
格
神
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

や
ぜ
も
っ
て
い
る
。

し
か
も
孟
子
に
な
る
と
一
方
で
は
地
を
天
と
並
べ
て
天
地
と
い
ふ
用
法
が
二
回
現
れ
て
い
る
。
地
と
い
ふ
文
字
は
古
い

所
に
は
極
め
て
僅
か
で
あ
っ
た
（
易
の
経
に
一
同
ー
書
三
回
、
詩
二
悶
）
。

天
地
と
熟
す
る
例
は
孟
子
で
初
め
て
用
い
ら
れ
、
内
一
回
は
形
而

上
的
な
用
い
方
で
あ
る
。
嘗
て
は
絶
対
者
で
あ
っ
た
天
が
地
と
説
べ
て
用
ひ
ら
れ
出
し
た
こ
と
は
天
の
絶
対
性
が
変
っ
て
来
た
こ
と
え
局

へ
る
が
荘
子
内
篇
で
は
、

乗
＝
天
地
之
正
一
（
治
造
遊
）
、
天
地
一
指
也
（
斉
物
論
）
、

吾
以
一
一
夫
子
一
為
－
一
天
地
－
（
徳
充
符
）
、
遊
＝
天
地
之
一
気
－

（
太
宗
師
）

な
ど
の
例
が
あ
る
。
天
地
と
い
ふ
文
字
は
荷
子
や
、
易
十
翼
な
ど
に
は
頗
出
し
て
い
る
こ
と
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
老
子
に

は



天
地
不
仁
、
以
＝
高
物
－
為
＝
努
狗
－

玄
牝
之
門
、
是
謂
＝
天
地
根
－

天
長
地
久
、
天
地
所
＝
以
能
長
且
久
】
者
、
以
Z

其
不
＝
自
生
－
、
故
能
長
庄

天
地
相
合
以
降
＝
甘
露
き

な
ど
が
あ
る
。
最
后
の
も
の
を
除
い
て
、
天
地
は
形
而
上
的
に
用
い
ら
れ
て
居
り
、
絶
対
者
そ
の
も
の
に
近
い
が
、
か
〉
る
用
例
と
頻
度

と
は
孟
子
よ
り
あ
と
で
み
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
然
し
、
荘
子
内
篇
と
何
れ
が
先
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
老
子
十
五
章
に

有
レ
物
混
成
、
先
＝
天
地
－
生

と
あ
る
。
乙
h

で
は
、
物
が
天
地
よ
り
先
に
あ
る
。
（
物
に
つ
い
て
は
あ
と
で
ふ
れ
る
。
）
荘
子
斉
物
論
で
は
、
地
籍
、
人
頼
、
天
績
を
い
ふ
。

地
績
は
地
上
の
も
ろ
一
一
の
お
と
、
人
績
は
比
竹
、
天
績
は
吹
寓
同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
』
根
底
に
あ
る
も
の
。
斉
物
論
で
は
明
ら
か
に
天

績
を
人
鑑
地
績
と
は
次
元
の
異
る
も
の
と
し
て
居
る
。
天
と
地
と
人
と
を
並
べ
な
が
ら
明
ら
か
に
天
を
根
底
と
し
て
い
る
。

萄
子
は
、
「
荘
子
夫
応
蔽
は
れ
て
人
を
知
ら
ず
」
と
批
評
し
た
（
解
蔽
）
。
理
と
い
ふ
文
字
は
孟
子
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
天
理
と
熟
せ
し

め
た
の
は
荘
子
で
あ
「
、
萄
子
は
理
も
用
い
、
天
理
も
用
い
て
い
る
。
荘
子
養
生
主
篇
の
解
牛
者
は
い
ふ
。

臣
以
、
不
一
＝
以
レ
目
視
－
、
知
止
而
神
欲
レ
行
、
依
＝
乎
天
理
－
、
批
＝
大
衡
二
導
山
大
寂
司
、
国
一
－
其
間
然
－

天
理
に

r

そ
の
固
然
に
因
る
に
他
な
ら
な
い
。
因
と
は
孟
子
の
「
品

と
同
義
い
て
い
る
。
同
篇
に
老
聴
の
死
を
突
し
た
秦
失
を
評
し
て
、

是
遁
・
忘
＝
其
所
官
受
、
古
者
調
＝
之
遁
天
之
刑
一

回
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

五-L• 
ノ、七

一一一一一

五
七



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

五
/¥ 

と
あ
る
の
や
斉
物
論
に

是
以
聖
人
不
レ
由
、
而
時
＝
之
子
持
－
、
亦
因
レ
是
也
、
是
亦
彼
也
、
彼
亦
是
也
、
彼
亦
一
是
非
、
此
亦
一
是
非
突
、
且
有
＝
彼
是
－
乎
哉
、

果
且
無
＝
彼
是
－
乎
哉
、
彼
是
莫
レ
得
＝
其
偶
－
、
謂
＝
之
道
枢
－

と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。

「
照
之
乎
天
」
と
い
ふ
思
想
は
同
篇
に
く
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

是
以
聖
人
和
レ
之
以
＝
是
非
一
、
而
休
＝
天
鈎
ヘ
是
之
謂
＝
両
行
－
。

和
レ
之
以
＝
天
伺
－
、
困
レ
之
以
＝
豊
街
－
。

か
h

る
天
は
、
孔
子
の
そ
れ
で
も
孟
子
の
「
知
天
」
で
も
な
い
。
徳
充
符
篇
の
荘
子
と
恵
子
と
の
問
答
で
は

道
与
＝
之
貌
－
、
天
与
コ
之
形
－
、
悪
得
レ
不
レ
調
＝
之
人
－

と
、
道
と
天
と
が
互
用
さ
れ
て
い
る
が
、
恵
子
が
、

「
既
に
之
を
人
と
謂
ふ
、
悪
ん
ぞ
情
無
き
を
得
ん
」
と
反
問
し
た
の
に
対
し
て
荘
子

』ま

「
吾
が
所
謂
、
情
無
し
と
は
、
好
悪
を
以
て
、
内
そ
の
身
を
傷
ら
ず
、
常
に
自
然
に
困
て
、
生
を
益
さ
ざ
る
を
言
ふ
」
と
答
へ
て
い

る
。
前
の
方
に
荘
子
が
「
砂
乎
小
哉
、

所
三
以
属
＝
於
人
一
也
、

致
乎
大
哉
、
独
成
＝
其
天

L
と
言
っ
て
居
る
の
を
参
照
す
れ
ば
天
は
自
然

と
し
て
説
明
さ
れ
て
居
る
こ
と
が
分
る
。
応
帝
王
篇
に
は
、

「
尽
＝
其
所
官
受
＝
乎
天
ヘ

而
無
＝
見
得
－
、

亦
虚
而
己
」
と
あ
り
又
、

「順－－

物
自
然
ヘ
而
無
レ
容
レ
私
語
」
と
あ
る
。
天
は
自
然
と
別
で
は
な
い
。

太
宗
師
篇
に
は

市
之
真
人
、
不
レ
知
レ
悦
レ
生
、
不
レ
知
レ
悪
レ
死
、
其
出
不
レ
訴
、
其
入
不
レ
距
、
働
然
而
佳
、
働
然
而
来
而
己
実
、
不
レ
忘
＝
其
所
v
始
、
不
レ

求
＝
其
所
下
終
、
受
而
喜
レ
之

忘
而
復
レ
之
、
是
之
謂
下
不
一
一
以
レ
心
損
下
道
、
不
申
以
レ
人
助
ま
天
、
是
之
謂
＝
真
人
－
。



と
天
と
道
と
が
互
用
さ
れ
て
い
る
。

「
老
子
」
の
道
も
自
然
に
他
な
ら
な
い
。
老
子
で
は
道
そ
の
も
の
h

意
味
で
の
天
（
乃
至
は
宗
教
的
な

名
残
を
何
処
か
に
留
め
た
天
）
は
一
例
だ
け
〈
七
三
章
、
天
之
道
不
レ
争
而
善
勝
、
不
ヒ
一
邑
而
善
応
、
不
レ
召
市
自
来
：
：
：
天
網
恢
恢
疎
而
不
レ
失
）
で
あ
っ

て
、
他
は
「
天
な
れ
ば
道
な
り
」
「
天
は
道
に
法
る
」
な
ど
と
天
の
上
に
道
が
置
か
れ
て
い
る
。
天
は
一
を
得
て
始
め
て
清
い
の
で
あ
る
。

荘
子
の
天
は
道
で
あ
り
自
然
で
あ
る
が
尚
、
旧
い
天
の
名
残
が
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る
。
徳
充
符
篇
の
次
の
例
な
ど
に
は
そ
れ
が
著
し

L、。
無
雌
語
＝
老
聴
－
日
、
孔
丘
之
於
＝
至
人
一
、
其
未
邪
、
彼
何
賓
賓
以
＝
学
士
－
為
、
彼
日
新
下
以
＝
誠
詑
幻
怪
之
名
－
聞
阜
、
不
レ
知
至
人
之
以
レ

是
為
＝
己
桂
槍
－
邪
、
老
聴
目
、
胡
不
了
直
使
丙
彼
以
＝
死
生
－
為
二
条
－
以
＝
可
不
可
－
為
二
貫
－
者
、
解
乙
其
桂
槍
m、
其
可
乎
、
無
世
田
、

天
刑
レ
之
、
安
可
レ
解

太
宗
一
帥
篇
に
は
、

「
丘
は
天
の
裁
民
な
り
」
と
あ
る
。
上
引
養
生
主
篇
の
遁
天
之
刑
の
直
後
に
、

適
ミ
来
夫
子
時
也
、
適
E
去
夫
子
順
也
、
安
レ
時
而
処
レ
順
、
哀
楽
不
レ
能
レ
入
也
、
古
者
調
＝
是
帝
之
膝
解
－

と
あ
る
が
、

乙
の
帝
に
も
上
帝
の
旧
義
が
残
っ
て
い
る
。
老
子
で
は
、

「
道
、
象
＝
帝
之
先

L
と
な
っ
て
、
帝
は
道
の
下
に
置
か
れ
て
い

る
。
老
子
十
章
に

「
天
門
開
園
、
能
為
レ
雌
乎
」

と
あ
る
が
、

乙
の
天
は
萄
子
の
天
が
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
と
で
も
訳
す
べ
き
も
の
で
あ
る

の
に
等
し
い
。
同
じ
く
自
然
と
言
っ
て
も
深
浅
、
広
狭
さ
ま
ま
ま
な
差
が
あ
る
。
荷
子
の
天
は
自
然
か
ら
深
さ
を
除
い
た
表
而
的
な
自
然

を
指
し
て
い
る
。
天
論
に

耳
目
口
鼻
形
能
（
王
念
孫
に
よ
っ
て
態
と
訓
む
）
各
有
レ
接
市
不
＝
相
能
－
也
、
夫
之
謂
＝
天
官
－

と
あ
り
、
准
南
子
主
術
訓
に
は

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

五
九



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

ノ、。

口
妄
言
則
乱
、
夫
三
関
者
不
レ
可
レ
不
レ
慎
レ
守
出

と
あ
る
。
老
子
、
天
門
の
天
は
萄
子
の
天
と
等
し
く
、
門
は
准
南
子
の
闘
に
等
し
く
、
耳
目
口
鼻
を
開
園
し
て
雌
た
り
と
は
、
老
子
は
聡

目
妄
視
則
淫
、
耳
妄
聴
則
惑
、

明
敏
達
を
人
と
競
ふ
の
を
忌
ん
で
、
雄
た
る
乙
と
を
欲
せ
ず
雌
た
る
乙
と
を
願
ふ
の
だ
と
い
ふ
両
立
J

の
諭
は
妥
当
で
あ
る
。
か
か
る
、
ナ

，チ

萄 lラ
子 I.,, 
は I-,-

会｜る
好｜も
悪｜訳
書｜す
危苫 I ，.ミ

喜｜き

111 と｜天
名｜は
？｜；積
立｜子
，二 I I乙
毛I近

か
か
る
天
は
荘
子
内
篇
の
そ
れ
よ
り
あ
と
の
様
に
見
え
る
。

五

夫
吹
万
不
レ
問
、
而
使
＝
其
自
v
己
也
、
戚
其
白
取
、
磁
器
興
都
職

斉
物
論

非
レ
彼
無
レ
我
、
非
レ
我
無
レ
所
レ
取
、
是
亦
近
突
、
而
莫
レ
知
z
其
所
＝
為
使
べ
若
レ
有
＝
真
宏
一
J

、
而
特
不
レ
得
＝
其
朕
－
、
吋
レ
行
己
信
、
而
不
レ

見
＝
其
形
－
、
有
レ
情
而
無
レ
形

j
i－
－
其
有
一
一
真
君
－
存
語
、
如
求
司
得
其
情
－
与
レ
不
レ
得
、
無
レ
益
司
損
乎
其
真
－

同

右

万
物
を
し
て
万
物
た
ら
し
め
る
の
は
誰
で
あ
ら
う
か
。
：
：
：
真
実
の
支
配
者
が
あ
る
様
だ
、
然
し
人
は
そ
の
あ
と
を
見
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
：
：
：
真
実
の
君
が
あ
る
様
だ
（
若
有
真
宰
の
「
若
」
と
、
其
有
真
君
の
「
其
」
と
は
殆
ど
同
意
）
。
具
体
的
の
し
る
し
を
得
る
と
得
な
い

と
で
、

そ
の
真
に
い
さ
さ
か
の
損
益
を
来
す
も
の
で
は
無
い
。

以
上
の
様
に
述
べ
る
杭
子
は
た
し
か
に
絶
対
者
を
考
へ
て
い
る
。

一
方

で
は
天
を
道
と
同
一
視
し
、
道
を
自
然
と
同
一
視
し
て
い
た
が
、
他
方
荘
子
の
天
に
は
絶
対
者
の
お
も
か
げ
を
残
し
、
道
も
単
な
る
自
然

で
は
無
く
心
の
在
り
方
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
面
が
あ
っ
た
。
童
子
も
天
命
を
語
る
と
共
に
、

「
故
」
を
謡
っ
て
い
る
。
故
は
自
然
と
も

言
へ
る
。
当
時
の
思
想
界
は
や
が
て
萄
子
な
ど
に
見
え
る
純
然
た
る
自
然
の
考
が
既
に
芽
を
出
す
と
共
に
、

一
切
を
支
配
す
る
絶
対
者
は



尚
残
っ
て
い
る
。
否
、
荘
子
に
あ
っ
て
は
絶
対
者
は
自
然
の
奥
に
自
然
を
あ
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
深
い
統
一
の
裡
に
あ
る
。

し
か
も
時

と
し
て
よ
り
多
く
自
然
に
傾
き
、
時
と
し
て
絶
対
者
に
よ
り
多
く
傾
く
。

造
物
者
の
名
が
太
宗
師
篇
に
三
回
、
応
帝
王
篇
に
一
回
、
造
化
者
の
名
が
太
宗
削
筒
に
一
一
間
見
え
る
。

こ
れ
ら
は
よ
り
多
く
自
然
を
訟

味
し
つ
〉
も
、

か
か
る
名
が
示
す
様
に
幾
分
の
宗
教
性
を
含
ん
で
い
る
。
荘
子
が
か
か
る
名
を
用
い
た
こ
と
の
中
に
は
、
自
然
を
究
極
に

於
て
宗
教
的
情
感
を
混
加
え
て
把
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
一
百
う
な
ら
ば
、
最
初
人
格
神
的
に
把
え
ら
れ
た
絶
対
者

が
、
尚
影
を
残
し
て
い
る
と
言
へ
る
。
馬
銀
倫
「
荘
子
供
文
」
に
は
、
生
物
者
、
化
物
品
仰
の
名
も
あ
る
。

「
物
を
住
ず
る
者
は
生
れ
ず
」
、

「
物
を
化
す
る
者
は
化
せ
ず
」
と
あ
る
（
荘
子
義
証
附
録
二
）
。
真
宰
・
真
君
は
こ
れ
よ
り
一
層
宗
教
的
な
香
り
が
あ
る
。

（
私
は
斉
物
論
は
他

の
篇
よ
り
宗
教
性
が
強
い
と
感
ず
る
。
そ
れ
は
迫
造
遊
か
ら
更
に
一
段
深
ま
っ
て
い
る
）
。

外
篇
山
木
篇
に
は
万
物
之
祖
と
い
ふ
名
も
あ
る
。

「
物
を
物
と
し
て
物
に
物
と
せ
ら
れ
、
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
宗
教
性

よ
り
も
む
し
ろ
「
老
子
」
の
自
然
に
近
い
も
の
を
感
ず
る
。
し
か
し
外
篇
で
も
自
然
だ
け
に
徹
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
天
運
篇
に

日
月
其
争
＝
於
所
－
乎
、
割
出
引
瞭
題
一
、
掛
鰍
出
船
出
国
六
割
何
一
鰍
事
－
、
眠
耐
出
川
是
、
あ
ニ
者
其
有
一
融
誠
司
而

天
其
運
乎
、
地
其
処
乎
、

不
レ
得
レ
己
耶
、
意
者
其
運
転
而
不
レ
能
＝
自
止
－
耶
、
雨
者
為
レ
雲
乎
、
執
隆
司
施
是
－
、
州
制
服
＝
無
事
－
、

出
楽
而
勧
レ
是
、

風
起
＝
北
方
－
、

一
西
一
東
、
有
＝
上
初
僅
ヘ
執
喧
＝
吸
是
べ
敦
居
－
－
無
事
－
而
披
＝
払
是
一

と
あ
る
の
は
斉
物
論
の
「
怒
者
其
誰
邪
」
の
立
場
と
、
後
の
機
械
的
自
然
観
と
の
聞
に
揺
曳
し
て
い
る
も
の
と
い
へ
る
。
知
北
遊
篇
に
、

道
は
瞳
蟻
に
あ
り
、
梯
稗
に
あ
り
、
瓦
聾
に
あ
り
、
原
樹
に
あ
り
と
す
る
。
天
道
篇
に
も
道
は
大
な
る
も
の
に
も
終
ら
ず
、
小
な
る
も
の

を
も
の
乙
さ
ず
、

一
切
の
裡
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代
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思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

ムハ一占

夫
道
於
レ
大
不
レ
終
、
於
レ
小
不
レ
遣
、
故
万
物
備

秋
水
篇
に
、
道
か
ら
見
れ
ば
物
に
貴
賎
は
無
い
と
言
っ
て
い
る
。

以
レ
道
観
レ
之
、
物
無
＝
貴
賎
－

か
か
る
考
方
か
ら
は
一
切
の
現
象
が
そ
の
ま
h

に
是
認
さ
れ
る
。

乙
れ
は
自
然
観
の
一
つ
の
徹
底
と
い
へ
る
。
老
子
に
あ
っ
て
は
荘
子

外
雑
篇
と
同
様
い
よ
い
よ
自
然
そ
の
も
の
に
傾
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
老
子
も

や
し
な

我
、
独
り
人
に
異
り
、
母
に
食
は
る
を
貴
ぶ

二
O

と
い
ふ
。
母
は
、

有
レ
物
混
成
先
＝
天
地
－
生
、
寂
令
家
令
、
独
立
而
不
レ
改
、
周
行
而
不
レ
殆
、
可
z
以
為
＝
天
下
母
－

二
五

と
あ
る
様
に
、
道
に
他
な
ら
ず
、
自
然
に
他
な
ら
な
い
が
、
母
と
い
ふ
言
葉
に
は
絶
対
者
の
影
が
宿
っ
て
い
る
。

荘
子
に
帝
が
あ
る
。
帝
は
絶
対
者
、
荘
子
の
「
帝
の
懸
解
」
の
帝
に
は
尚
、
宗
教
性
を
感
ず
る
が
、
禅
沌
説
話
の
帝
は
三
人
あ
っ
て
、

既
に
絶
対
者
と
し
て
の
性
格
が
変
っ
て
来
て
い
る
。
中
央
の
帝
は
揮
沌
で
あ
り
、
道
で
あ
る
。
「
老
子
」
で
は
、
帝
の
性
格
は
更
に
変
り
、

道
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

道
沖
而
用
レ
之
或
不
レ
盈
、
淵
品
。
似
＝
万
物
之
宗
－
、
：
：
：
湛
令
似
＝
或
存
ヘ
吾
不
レ
知
＝
誰
之
子
－
、
象
＝
帝
之
先
－

四

ーよ~
／＼ 

「
老
子
」
に
言
ふ
。



道
沖
而
用
レ
之
識
不
レ
盈
、
淵
令
似
＝
万
物
之
宗
二
：
：
：
吾
不
レ
知
＝
誰
之
子
ヘ
象
＝
帝
之
先
－

四

孔
徳
之
容
、
惟
道
是
従
、
道
之
為
レ
物
、
惟
悦
惟
惚
、
摺
令
悦
品
。
、
其
中
有
レ
象
、
悦
令
惚
令
、
其
中
有
レ
物

有
レ
物
混
成
、
先
＝
天
地
－
生
、
寂
令
家
令
、
独
立
而
不
レ
改
、
周
行
而
不
レ
殆
、
可
＝
以
為
＝
天
下
母
－
、
吾
不
レ
知
＝
其
名
ヘ
字
レ
之
日
レ
道
、

強
為
－
乏
名
－
日
レ
大

二
五

人
法
レ
地
、
地
法
レ
天
、
天
法
レ
道
、
道
法
＝
自
然
－

二
五

大
道
泊
令
、

其
可
＝
左
右
－
、

万
物
侍
レ
之
以
生
而
不
レ
辞
、

（衣）

功
成
不
レ
居
、
愛
＝
養
万
物
司
而
不
レ
為
レ
主
、
常
無
欲
可
レ
名
＝
於
小
ヘ

万

物
帰
而
不
レ
為
レ
主
、
可
レ
名
＝
於
大
－

四

道
生
レ
之
、
徳
畜
レ
之
、
物
形
レ
之
、
勢
成
レ
之

五

老
子
の
道
は
絶
対
者
で
あ
る
。
荘
子
人
間
世
篇
で
は
、

惟
だ
道
は
虚
に
集
る
、
虚
と
は
心
斎
な
り

と
あ
っ
て
道
は
心
の
問
題
と
し
て
語
ら
れ
、
心
術
篇
の
語
と
殆
ど
同
じ
も
の
が
見
え
て
い
る
。
即
ち

夫
拘
＝
耳
目
内
通
ヘ
而
外
z
於
心
知
ヘ
鬼
神
将
－
－
来
舎

と
あ
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
。

太
宗
師
篇
に

魚
相
＝
造
乎
水
ヘ
人
相
＝
造
乎
道
－
、
：
：
：
相
＝
造
乎
道
－
者
、
無
レ
事
而
生
定
、
故
目
、
魚
相
＝
忘
乎
江
湖
－
、
人
相
＝
忘
乎
道
術
－

と
あ
る
道
は
、
人
間
世
篇
の
道
に
通
ず
る
が
、
よ
り
多
く
孔
子
の
道
に
近
い
。
孔
子
も
、
道
を
楽
し
ん
で
憂
を
忘
れ
る
乙
と
を
語
っ
て
い

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

~ ノ、



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

六
回

る
。
人
間
世
篇
に
は
又
、
篇
名
が
示
す
如
く
、

「
人
道
」
と
い
ふ
名
も
見
え
て
い
る
。
か
か
る
道
は
、

「
老
子
」
の
道
と
孔
子
の
道
と
の

中
間
と
言
へ
る
。
斉
物
論
の
道
も
老
子
の
道
と
は
奥
ふ
。

道
隠
＝
於
小
成
二
言
隠
＝
於
栄
華
－
、
故
有
＝
儒
墨
之
是
非
て
：
・
：
彼
是
莫
レ
得
－
－
其
偶
べ
調
ニ
之
道
枢
－

夫
道
未
－
一
始
有
下
封
、
言
未
一
一
始
有
v
常
、
：
：
：
夫
大
道
不
レ
称
、
大
弁
不
レ
言
、
：
・
：
：
：
道
昭
而
不
レ
道
、
一
一
一
口
弁
而
不
レ
及
、
：
：
：
執
知
＝
不
言
之

弁
、
不
道
之
道
－

天
下
篇
の
立
場
を
借
り
れ
ば
、
荘
子
は
古
の
道
術
の
立
場
に
立
つ
も
の
、

そ
の
道
の
立
場
か
ら
当
時
の
儒
塙
－
の
争
を
打
破
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

「
老
子
」
の

道
可
レ
道
非
＝
常
道
－
、
名
可
レ
名
非
同
－
常
名
－

は
上
述
荘
子
の
立
場
を
継
承
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
荘
子
内
篇
に
は
雌
一
例
だ
け
老
子
の
道
と
等
し
い
も
の
が
あ
る
。

夫
道
有
レ
情
有
レ
信
、
無
レ
為
無
レ
形
、
一
可
レ
伝
而
不
レ
可
レ
受
、

神
レ
鬼
神
レ
帝
、
生
レ
天
生
レ
地
、
在
＝
太
極
之
先
日
、
而
不
レ
為
レ
高
、 可
レ
得
而
不
レ
可
レ
見
、

白
木
、

白
根
、
未
レ
有
＝
天
地
－
、
白
レ
古
以
固
存
、

在
＝
六
極
之
下
・
、

而
不
レ
為
レ
傑
、

先
日
－
天
地
－
生
、

而
不
レ
為
レ
久
、

長
＝
於
上
古
－
、
而
不
レ
為
レ
老

老
子
の
、
「
有
レ
物
混
成
、
先
＝
天
地
］
生
」
、
「
天
得
レ
一
以
清
、
地
得
レ
一
以
寧
」
な
ど
正
に
こ
れ
で
あ
る
。
太
宗
削
篇
の
こ
の
思
想
は
管
子

心
術
篇
、
内
業
篇
な
ど
の
あ
ち
こ
ち
に
分
散
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

凡
道
、
無
レ
根
無
レ
茎
無
レ
葉
無
レ
栄
、
万
物
以
生
、
万
物
以
成
、
命
レ
之
日
レ
道

（
内
業
）

道
也
者
、
口
之
所
レ
不
レ
能
レ
言
也
、
目
之
所
レ
不
レ
能
レ
視
也
、
耳
之
所
レ
不
レ
能
レ
聴
也

（
内
業
）



夫
道
者
、
所
1
以
充
v
形
也
、
而
人
不
レ
能
レ
問
、

其
来
不
レ
合
、
謀
乎
英
レ
聞
＝
其
音
－
、

デ

レ

ル

見
＝
其
形
－
、
淫
淫
乎
与
レ
我
供
生
、
不
レ
見
＝
其
形
－
、
不
レ
聞
＝
其
古
川
－
、
而
序
其
成
、
調
＝
之
道
－

其
往
不
レ
復
、

平
乎
乃
在
－
－
於
心
＼
冥
冥
乎
不
レ

（
内
業
）

夫
正
人
無
レ
求
レ
之
也
、
故
能
虚
無
、
虚
無
無
レ
形
、
謂
＝
之
道
－

道
在
＝
天
地
之
間
六
其
大
無
レ
外
、
其
小
無
レ
内
、
故
日
、
不
レ
遠
而
難
レ
極
也

（
心
術
上
）

（
同
右
）

乙
れ
ら
は
太
宗
師
篇
に
比
べ
る
と
未
だ
整
理
さ
れ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
そ
の
上
、
多
分
に
心
に
関
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
心
術
、
内

業
と
い
ふ
名
が
既
に
根
本
の
傾
向
を
物
語
っ
て
い
る
。

心
静
気
理
、
道
即
可
レ
止

（
内
業
）

修
レ
心
静
レ
音
（
意
）
、
道
即
可
レ
得

（
同
右
）

憂
悲
喜
怒
、
道
乃
無
レ
処
：
：
：
：
：
：
心
能
執
レ
静
、
道
将
自
定

（
同
右
）

夫
正
人
無
レ
求
レ
之
也
、
故
能
虚
無
、
虚
無
無
レ
形
、
謂
＝
之
道

（
心
術
上
）

荘
子
も
「
道
は
厳
に
集
る
」
と
い
ふ
所
で
は
、
心
の
術
に
聯
関
し
て
道
を
述
べ
て
い
た
。
荘
子
内
篇
に
孔
子
の
そ
れ
に
近
い
道
、
宋
釦

等
に
通
ず
る
心
の
術
と
し
て
の
道
、
老
子
と
等
し
い
道
な
ど
が
あ
る
こ
と
は
、
道
が
宇
宙
の
本
体
と
し
て
説
か
れ
る
に
至
る
過
程
を
示
す

も
の
で
は
な
い
か
。
宋
折
、
荘
子
、
「
老
子
」
と
進
む
に
伴
っ
て
、
道
が
心
か
ら
独
力
し
日
終
っ
た
内
容
を
取
っ
て
い
る
様
に
思
は
れ
る
。

七

宋
新
は
儒
墨
を
調
和
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
景
子
は
宋
新
を
尊
敬
し
な
が
ら
も
、
烈
子
に
傾
い
た
そ
の
考
を
批
評
す
る
。
荘
子
は
宋
釦

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

六
五



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

」、」、
一
ノ
一
ノ

の
儒
墨
を
調
和
す
る
考
に
基
き
な
が
ら
よ
り
深
い
立
場
か
ら
儒
黒
一
を
批
評
す
る
。
荘
子
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
儒
の
墨
の
と
い
ふ
争
は
こ

っ
け
い
に
も
見
え
た
。

道
悪
乎
隠
而
有
＝
真
偽
－
、
言
悪
乎
隠
市
有
－
一
是
非
－
、
道
悪
乎
往
而
不
レ
存
、
一
一
首
悪
乎
在
而
不
レ
可
、
道
隠
－
一
於
小
成
－
、
言
隠
＝
於
栄
華
－
、

故
有
－
－
儒
墨
之
是
非
ヘ
以
是
＝
其
所
下
非
、
而
非
－
－
其
所
v
是
：
：
：
：
・
物
無
レ
非
レ
彼
、
物
無
レ
非
レ
是
、
自
レ
彼
則
不
レ
見
、
自
レ
知
則
知
レ
之
・
：

：
：
：
是
亦
彼
也
、
彼
亦
是
也
、
彼
亦
一
是
非
、
此
亦
一
是
非
突
、

且
有
田
一
彼
是
『
乎
哉
：
：
：
・
：
彼
是
英
レ
得
＝
其
偶
－
、
謂
＝
之
道
枢
－

（
斉
物
論
）

荘
子
は
朝
三
暮
四
に
類
す
る
態
度
を
排
し
て
「
両
行
」
の
立
場
に
立
と
う
と
す
る
。
宋
新
も
両
行
で
あ
っ
た
。
荘
子
の
両
行
は
然
し
決

し
て
相
対
論
で
は
無
い
。
上
の
斉
物
論
の
筒
所
に
続
け
て
次
の
様
に
一
一
日
ふ
。

枢
始
得
＝
其
環
中
－
、
以
応
＝
無
窮
－
、
是
亦
一
無
窮
、
非
亦
一
無
窮
也
、
故
日
、
英
レ
若
レ
以
レ
明

儒
も
墨
も
自
ら
を
絶
対
視
し
て
い
る
。
荘
子
は
、
彼
も
亦
一
是
非
、
是
も
亦
一
是
非
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
荘
子
は
、
「
彼
を
待
た

ん
か
」
と
い
ふ
。
（
こ
の
彼
は
上
述
の
彼
と
は
進
ふ
。
い
は
ば
絶
対
者
で
あ
る
）
。
自
ら
を
非
と
し
な
い
（
而
米
始
苔
非
也
）
所
に
誤
が
あ
る
と
考
へ

る
。
も
し
そ
れ
が
分
り
、
自
ら
を
絶
対
化
し
な
い
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
是
も
亦
一
無
窮
、
非
も
亦
一
無
窮
で
あ
る
。

「
民
を
愛
し
て
、

兵
を
僅
め
ん
と
欲
す
る
」
立
場
も
、
も
し
そ
れ
を
絶
対
佑
す
る
な
ら
ば
、

ゃ

な

や
そ
僅
む
る
は
兵
を
造
す
の
本
な
り
」
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
徐
無
鬼
篇
）
。
い
つ
も
根
本
の
も
の
を
見
て
い
る
｜
而
待
彼
也
邪
｜
荘
子
は
、

「
不
可
な
り
、
民
を
愛
す
る
は
民
を
害
す
る
の
始
め
な
り
、
兵

「
名
、
儒
墨
の
如
く
に
し
て
凶
な
り
」

（
徐
無
鬼
篤
）
と
い
ふ
。
同
篇
で
は
又
、
恵
施
に
対
し
て

然
則
儒
墨
楊
乗
四
、
与
＝
夫
子
－
五
、
果
執
是
邪



と
言
っ
て
い
る
。
荘
子
の
立
場
か
ら
は
、
天
下
に
公
是
は
無
い
の
に
｜
｜
上
述
の
様
に
絶
対
を
認
め
な
い
わ
け
で
は
無
い
が
、

一
度
公
是

と
し
て
立
て
ら
れ
主
張
せ
ら
れ
れ
ば
既
に
公
是
で
は
な
い
、

そ
れ
は
一
現
象
に
堕
す
る
。
荘
子
の
立
場
が
一
見
相
対
論
の
如
く
見
え
る
の

は
、
絶
対
を
立
て
れ
ば
既
に
絶
対
で
な
い
と
考
へ
る
が
故
で
あ
る
｜
｜
怖
と
棋
と
楊
朱
と
宋
O
（
一
説
に
采
を
宗
釧
と
す
る
の
を
取
る
）
と
更

に
恵
施
と
、

こ
の
五
つ
の
も
の
が
争
っ
て
い
る
。
果
し
て
敦
れ
が
是
で
あ
る
か
、

と
の
問
で
あ
る
。
荘
子
の
立
場
は
次
の
様
な
も
の
で
あ

る

ナ

ン

ジ

ナ

ン

ジ

既
使
＝
我
与
レ
若
弁
－
A

矢
、
若
勝
レ
我
我
不
－
一
若
勝
－
、
若
果
是
也
、
我
果
非
也
邪
、
我
勝
レ
若
若
不
一
一
吾
勝
一
、

ナ
ン
ジ

我
果
是
也
、
而
果
非
也
邪
、

其
或
是
也
、
其
或
非
也
邪
、
其
倶
是
也
、
其
供
非
也
邪
、
我
与
レ
泊
不
レ
能
＝
相
知
－
也
、
則
人
間
受
＝
其
耀
附
－
、
吾
誰
使
レ
正
レ
之
・
：
：
：
：

然
則
我
与
レ
若
与
レ
人
、
倶
不
レ
能
＝
相
知
－
也
、
而
待
レ
彼
也
邪

遁
透
遊
に
は
文
の
封
人
の
娘
の
話
を
あ
げ
、
生
を
悦
ぶ
乙
と
の
惑
で
な
い
と
ど
う
し
て
知
り
得
ょ
う
、
死
を
惑
む
の
は
年
若
く
し
て
失

隠
し
た
者
が
帰
る
乙
と
を
知
ら
ぬ
の
と
同
じ
で
無
い
と
ど
う
し
て
知
り
得
ょ
う
、

と
述
べ
て
い
る
。

「
天
地
、
我
と
並
び
生
じ
、
万
物
、
我
と
一
た
り
」

（
斉
物
論
）
と
い
ふ
荘
子
は
、

是
と
不
是
と
、

然
と
不
然
と
を
超
え
、
事
物
の
よ

っ
て
以
て
立
つ
無
限
に
合
致
し
、
時
間
を
忘
れ
是
非
を
忘
れ
、
自
己
自
身
を
無
限
の
う
ち
に
寓
す
る
の
を
限
ざ
し
た
。

l
l
（
和
レ
之
以
＝
天

仰
－
、
図
レ
之
以
－
－
愛
街
－
、
所
コ
以
窮
σ
年
也
、
忘
レ
年
忘
レ
義
、
振
－
d

於
無
党
－
、
放
寓
2

諸
一
無
党
－
）
｜
｜
彼
は
次
の
様
に
つ
け
ふ
。

吾
有
レ
待
而
然
者
邪
、
吾
所
レ
待
又
有
レ
待
而
然
者
邪
、
：
：
：
悪
識
問
一
所
＝
以
然
－
、

タ
ノ
シ
ン
デ
カ
ナ
フ
カ
ナ

然
胡
蝶
也
、
白
磁
適
レ
志
与
、
不
レ
知
レ
周
也
、
俄
然
覚
、
則
選
議
然
周
也
、
不
レ
知
周
之
夢
為
＝
削
蝶
－
与
、
胡
蝶
之
夢
為
レ
周
与
、

悪
識
ヨ
一
所
＝
以
不
v
然、

背
者
荘
周
夢
為
＝
胡
蝶
－
、
欄
柑

周
与
＝
胡
蝶
－
、
則
必
有
レ
分
突
、
此
之
謂
＝
物
化

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

」
、
J

」

τノ
E

↓‘



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

」〉
L

｝ノ

F
’’

か
か
る
立
場
の
荘
子
が
次
の
様
に
述
べ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

是
非
之
彰
出
、
道
之
所
司
以
酷
－
也
、
道
之
所
＝
以
鶴
－
、
愛
之
所
＝
円
以
成
－
、
：
：
：
其
好
レ
之
也
、
欲
＝
以
明
v
之
、
彼
非
レ
所
レ
明
而
明
レ
之
、

故
以
＝
堅
百
之
昧
一
、
終

荘
子
の
哲
学
は
、

は
げ
し
く
争
う
儒
塁
、
更
に
名
弁
の
学
問
な
ど
を
背
景
と
し
て
成
丸
し
、

そ
の
何
れ
を
も
限
界
の
中
に
於
て
肯
定
す

る
（
両
行
）
と
共
に
、

よ
り
深
い
立
ち
場
を
待
ち
且
つ
望
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
彼
は
次
の
様
に
表
現
し
て
い
る
。

泉
澗
、
魚
相
与
処
－
－
於
陸
－
、

相
陶
以
レ
湿
、

相
濡
以
レ
沫
、

戸

内

円

H
3
1

．－出入、、
r
し刊日、

コ
叶
レ
も

u
Z引
＝

u
u＋
h
H
v
t

“t
－
ク
一
其
誉
レ
尭
而
非
v
柴
也
、
不
レ
如
両
忘
而
化
＝
其

道

（
太
宗
師
）

同
篇
に
は
、

「
魚
は
江
湖
に
相
忘
れ
、
人
は
道
術
に
相
忘
る
」
と
も
あ
る
。
斉
物
論
に
一
一
品
う
。

醤
敏
間
＝
乎
王
倒
一
日
、
子
知
z
物
之
所
＝
同
是
－
乎
。
日
、
悪
乎
知
レ
之
。
子
知
－
一
子
之
所
乙
小
レ
知
邪
。

知
邪
。
日
、
吾
悪
乎
知
レ
之
、
難
レ
然
嘗
詰
言
レ
之

日
、
吾
悪
乎
知
レ
之
。

然
則
物
無
レ

こ
の
様
な
立
場
は
彼
が
当
時
の
議
論
を
、

「
我
よ
り
之
を
観
れ
ば
、
仁
義
の
端
、
是
非
の
塗
、
奨
然
と
し
て
椴
乱
す
、
吾
い
ず
く
ん
ぞ
能

く
そ
の
弁
を
知
ら
ん
」
と
評
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
道
の
立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、

廷
と
櫨
と
、
腐
と
西
施
と
、
道
、
通
じ
て
一
と
な
す

（
斉
物
論
〉

と
言
は
れ
る
。
か
く
見
来
れ
ば
、
永
遠
な
り
と
主
張
さ
れ
る
弁
は
及
ば
ざ
る
も
の
、
道
と
し
て
主
張
さ
れ
る
道
は
、
実
は
道
で
は
な
い
。

夫
道
未
＝
始
有
官
封
、
一
百
未
＝
始
有
為
巾

j
i－－
mt人
議
而
不
レ
弁
：
・
：
：
：
夫
大
道
不
レ
称
。
、
大
弁
不
レ
言
：
：
：
道
則
而
不
レ
道
、
言
弁
而
不
レ
及

・
執
知
＝
不
言
之
弁
、
不
道
之
道

（
斉
物
論
）



荘
子
の
思
索
に
は
血
の
に
じ
む
も
の
が
あ
る
。
老
子
に
は
荘
子
に
見
る
苦
渋
は
見
ら
れ
な
い
。
老
子
は
淡
淡
と
語
る
。

道
可
レ
道
非
＝
常
道
一
、
名
可
レ
名
非
＝
常
名
－

「
老
子
」
は
荘
子
の
苦
し
み
に
満
ち
た
恩
来
の
結
果
の
上
に
立
っ
て
、
淡
々
と
之
を
話
る
も
の
で
は
無
か
ら
う
か
。

A 

大
雅
蒸
民
に

天
生
＝
蒸
民
－
、
有
レ
物
有
レ
則
、
民
之
乗
レ
季
、
好
一
一
是
鷲
稿

と
あ
る
が
、

こ
こ
に
見
え
る
物
は
前
店
の
句
か
ら
も
’
察
せ
ら
れ
る
様
に
人
事
に
関
し
て
い
る
。
毛
伝
に
は
「
物
と
は
事
な
り
」
と
注
せ
ら

れ
て
い
る
。
論
語
に
物
は
一
例
だ
け
見
え
て
い
る
。
陽
貨
篇
に

天
何
一
一
一
一
口
哉
、
四
時
行
語
、
百
物
生
器

と
あ
る
の
は
、
限
前
の
自
然
物
を
さ
し
て
い
る
で
あ
ら
う
が
、
問
題
は
自
然
物
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

「
予
言
ふ
な
か
ら
ん
と
欲
す
」
と

い
ふ
の
に
関
聯
し
て
、
天
は
無
言
で
あ
る
が
四
時
行
は
れ
百
物
生
ず
、

と
一
一
品
ふ
の
で
、
孔
子
の
心
の
中
に
は
や
は
り
人
事
百
般
を
不
言
と

関
係
づ
け
て
考
へ
て
い
た
も
の
と
思
ふ
。
県
一
子
は
、
経
及
び
経
説
で
物
歪
げ
ふ
が
、
黒
子
で
も
物
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
は
無
く
、
知

が
問
題
な
の
で
あ
る
。

知
、
接
也
上
5＊

＊
経
及
ぴ
経
説
の
分
け
方
は
諌
戒
甫
墨
弁
突
微
に
よ
る

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

六
九



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

ーじ。

（
説
）
知
也
者
、
以
＝
其
知
－
遇
レ
物
、
市
能
貌
レ
之
若
レ
見

「
知
者
接
也
」
と
の
語
は
荘
子
庚
桑
楚
篇
に
も
あ
り
、

「
接
」
は
孟
子
に
も
あ
る
も
の
、
経
成
立
年
代
は
今
、
聞
は
ぬ
と
し
て
も
、
知

が
外
物
と
の
接
触
に
関
し
て
問
題
と
さ
れ
出
し
て
い
る
こ
と
は
分
る
。

恕
、
明
也
上
6

（
説
）
短
也
者
、
以
－
一
其
知
一
論
レ
物
、
市
其
知
レ
之
也
著
如
レ
明

知
山
は
通
行
本
に
は
恕
と
あ
る
が
、
孫
請
譲
は
道
蔵
本
に
よ
っ
て
担
と
し
た
。
然
し
章
畑
麟
や
謹
戒
甫
は
之
に
従
は
な
い
。
も
っ
と
も
論

は
倫
、
即
ち
比
倫
で
あ
り
、
類
推
を
指
す
か
ら
、
却
の
ま
、
で
も
通
ず
る
。

し
か
し
包
の
字
は
上
説
七
十
五
条
、
下
説
四
十
四
条
に
も
出

て
い
る
。

ニ
ー
ダ
ム
が
推
定
し
て
い
る
様
に
、
恕
と
い
ふ
文
字
は
、
知
の
問
題
に
関
し
て
泉
家
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。

キ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
蜘
E
S
－－0
2
5
a
g印
：
ロ
。
ロ
回
目
）
O
O
Z
S央
に
相
当
す
る
も
の
と
考
へ
て
い
る
。
乙
の
場
合
の
物

ダ
ム
は
担
を
、

は
、
知
の
場
合
以
上
に
物
が
物
と
し
て
の
意
味
を
有
つ
乙
と
は
少
い
。
次
に
観
念
の
広
狭
に
関
し
て
語
ら
れ
て
い
る
物
が
あ
る
。

（
説
）
推
O
四
足
獣
｜
与
牛
馬
、
与
物
、
尽
与
大
小
也
下
2

物
尽
同
名
下
3

乙
れ
は
広
狭
種
々
の
概
念
が
、

一
つ
の
名
の
下
に
包
括
せ
ら
れ
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

欧
物
、

一
体
也
、
説
在
倶
一
、
惟
是
下
ロ

（説）

O
O倶
一
、
若
牛
馬
四
足
、
惟
是
、
当
牛
馬
、
数
牛
、
数
馬
、
則
牛
馬
二
、
数
牛
馬
則
牛
馬
一
、
若
数
指
、
指
五
、
而
五
、

＊
』
－

Z
8品目回目白日

ω口即時ロ
no
同
ロ
品
。
守
口
町
同
件
目
。
ロ
円
U
F
E
P
〈
o－－

F
H
M・口
ω



欧
は
区
、
物
は
種
々
の
グ
ル
ー
プ
に
分
ち
得
る
、
異
っ
た
も
の
が
一
休
に
さ
れ
る
の
は
、
共
通
の
点
（
倶
一
）
に
依
る
、
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
か
か
る
問
題
は
小
取
篇
に
も
あ
る
。

夫
物
｜
或
乃
是
而
然
、
或
是
而
不
レ
然
、
或
不
是
而
然
、
或
一
周
而
不
二
周
－
、
或
一
是
而
一
非
也
。

夫
物

l
有
＝
以
同
一
、
而
不
＝
率
遂
下
向
。

こ
れ
ら
の
物
は
、

概
念
上
の
同
異
、

類
推
な
ど
の
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
利
を
重
視
し
、
現
実
の
問
類
を
関
心
事
と
し
た
墨
子
は
、

当
然
外
界
の
事
物
を
重
視
す
る
筈
で
あ
る
が
、

「
黒
子
」
に
は
知
は
問
題
と
な
っ
て
も
未
だ
外
物
そ
の
も
の
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。

外
物
が
外
物
と
し
て
問
題
に
さ
れ
出
し
た
の
は
、
心
を
問
題
と
す
る
哲
人
達
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
因
」
を
言
ひ
、

＊
 

「
故
」
を
言
ふ
人
人

は
、
物
を
問
題
に
す
る
乙
と
当
然
で
あ
る
が
、
而
も
尚
、
中
心
は
心
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
物
は
必
ず
し
も
外
物
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は

P
‘‘”、．目内

争
，
巴
’
し

w
 

ニ
ハ
ル
ル
ヲ

聖
人
裁
レ
物
、
不
レ
為
＝
物
使
－

（
恥
術
軒
）

2 化
一ー
掃3害
存Z争
謂

之
徳

（
心
術
上
）

（
内
業
）

万
物
皆
備
－
一
於
我
－
な
〈

（
孟
子
尽
心
上
）

こ
れ
ら
の
物
は
、
こ
と
と
言
っ
て
も
い
い
。
然
し

物
固
有
レ
形
、
形
固
有
レ
名

（
心
術
上
）

＊ 

「
因
」
や
「
故
」
に
つ
い
て
は
「
孟
子
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
」
闘
を
見
ら
れ
た
い
。

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

1ゴ



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

七

母
－
－
以
レ
物
乱
官
官
、
母
＝
以
レ
官
乱
官
心

耳
目
之
官
不
レ
思
而
蔽
＝
於
物
－
、
物
交
レ
物
則
引
レ
之
市
己
央
、
必
之
官
則
思
、
思
則
得
レ
之
、
不
レ
恩
則
不
レ
得
也
（
心
術
下
）

（
孟
子
、
告
子
下
）

な
ど
に
見
え
る
物
は
、
心
に
対
置
さ
れ
、
心
を
乱
す
も
の
と
し
て
心
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
量
子
は
し
き
り
に
物
を
言
ふ
。

天
之
生
レ
物
、
使
＝
之
一
本
－

（隣町文公上）

は
詩
に
も
見
え
る
、
天
を
万
物
の
根
元
と
す
る
考
方
で
あ
る
が
、
詩
の
場
合
と
同
様
、

乙
の
物
も
は
っ
き
り
自
然
物
を
さ
し
て
い
る
訳
で

は
な
い
。

有
＝
大
人
者
一
、
正
レ
己
而
物
正
者
也

（
尽
心
上
）

の
物
は
己
と
対
置
さ
れ
て
は
い
る
が
、
自
然
物
で
は
な
く
、

こ
と
に
他
な
・
ら
な
い
。

人
之
所
z
以
異
＝
於
禽
獣
－
幾
希
、
庶
民
去
レ
之
、
君
子
有
レ
之
、
舜
明
＝
庶
物
－
、
察
＝
於
人
倫
－

（
離
婁
下
）

で
は
庶
物
と
人
倫
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
然
し
乙
の
場
合
も
人
倫
と
庶
物
と
が
相
排
斥
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

知
者
無
レ
不
レ
知
也
、
当
レ
務
之
為
レ
急
：
・
：
：
：
尭
舜
之
知
而
不
レ
編
レ
物
、
急
＝
先
務
－
也

〈
尽
心
上
）

の
物
も
乙
と
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

も
の
と
い
ふ
語
は
世
界
各
国
と
も
、
外
物
を
さ
し
或
は
論
理
的
に
用
い
ら
れ
或
は
人
倫
の
乙
と
と
し
て
も
用
い
ら
て
い
る
。
此
処
で
は

唯
、
物
が
明
瞭
に
外
物
と
し
て
心
に
対
し
て
考
へ
ら
れ
、

外
物
が
内
な
る
、
む
を
乱
す
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
出
し
て
来
た
乙
と
、

即
ち

物
質
（
乃
至
は
感
官
〉
が
哲
学
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
出
し
た
の
は
量
子
の
頃
か
ら
始
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
性
善
の
立
場
に
立



ち
、
唯
心
論
と
も
い
へ
る
孟
子
が
、
現
実
に
之
と
両
立
し
な
い
外
物
を
問
題
に
し
た
の
は
当
然
と
も
言
へ
る
。

一
方
で
は
「
万
物
、
我
に

備
る
」
と
述
べ
な
が
ら
、
外
物
は
我
か
ら
独
立
し
て
存
在
し
、
外
物
に
蔽
は
れ
る
感
官
も
亦
外
物
と
し
て
心
の
本
質
を
お
び
や
か
す
の
で

あ
っ
た
。
然
し
彼
は
外
物
そ
の
も
の
を
追
究
す
る
ζ

と
は
せ
ず
、
彼
の
中
心
問
題
は
、
心
・
性
・
良
知
で
あ
っ
た
。

夫
物
之
不
b

斉
、
物
之
情
也
、
或
相
倍
程
、
誠
相
什
百
、
或
相
千
万
、
子
比
而
同
レ
之
、
是
乱
＝
天
下
－
也

（
勝
文
公
上
）

に
見
え
る
物
は
、
た
し
か
に
外
物
（
物
質
）
で
あ
る
が
、

此
処
で
も
重
子
は
物
質
の
異
を
借
り
て
人
生
の
こ
と
に
論
及
す
る
の
で
あ
っ
て

問
題
の
中
心
は
後
者
に
あ
る
。

権
然
後
知
＝
軽
重
－
、
度
然
後
知
＝
長
短
ヘ
物
皆
然
、
心
為
レ
甚

（
梁
恵
玉
上
〉

も
物
の
軽
重
長
短
を
借
り
て
心
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
処
が
、
荘
子
に
な
る
と
俄
然
、
物
を
言
ふ
。
坐
物
（
迫
進
遊
）
の
名
も
見
え
、

斉
物
論
と
言
ひ
、
造
物
者
を
言
ひ
、
物
ル
仰
を
言
ふ
。

一
受
＝
其
成
形
ヘ
不
レ
亡
以
待
レ
尽
、
与
レ
物
相
兎
相
瞬
、
其
行
尽
如
レ
馳
、
市
英
＝
之
能
止
－
、
不
＝
亦
悲
－
乎

（
斉
物
論
）

右
の
例
で
は
人
も
物
の
一
種
で
あ
り
、
物
、
物
と
遂
う
て
生
涯
を
終
ふ
る
と
す
る
も
の
、
荘
子
は
之
を
深
く
悲
し
む
の
で
あ
る
。

有
下
以
為
レ
未
＝
始
有
v物
者
h

、
至
失
尽
央
、
不
レ
可
＝
以
加
－
突
、
其
次
以
為
z
有
レ
物
而
未
＝
始
有
v
封
也
、
其
次
以
為
固
有
レ
封
而
未
草
始
有
＝

是
非
－
也

ζ

の
例
に
見
え
る
物
は
、
封
あ
る
個
々
の
物
と
と
も
に
、
根
元
の
物
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
も
指
し
て
い
る
。
外
雑
篇
に
は
、

-, 
物

を
物
と
す
る
」
の
語
も
見
え
て
い
る
。

物
レ
物
而
不
レ
物
－
－
於
物
－

（
山
木
第
〉

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

七



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

七
四『
知
じ
遊
篤
J

F
在

出

伺

グ

』

な
ど
と
あ
る
が
、
上
引
斉
物
論
の
条
で
は
、
す
ぐ
あ
と
に
続
く
部
分
に
主
眼
が
あ
る
の
で
、
是
非
を
立
て
て
争
ふ
儒
墨
の
立
場
を
否
定
す

物
レ
物
非
レ
物

る
の
で
あ
る
。
物
も
無
く
成
も
無
い
の
が
彼
の
理
想
で
あ
る
。
是
非
の
立
場
は
物
我
以
下
で
あ
る
。
彼
は
是
非
な
く
物
の
対
立
の
な
い
立
場

に
立
っ
て
一
切
を
容
れ
よ
う
と
す
る
。
乙
れ
が
「
両
行
」
で
あ
る
。
両
行
は
学
説
上
ば
か
り
で
は
な
い
。
天
地
万
物
あ
り
と
し
あ
る
も
の

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
足
し
て
い
る
。
迫
造
避
が
語
ら
ん
と
す
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
。
斉
物
論
の
最
后
に
言
ふ
。

周
与
＝
胡
蝶
ヘ
則
必
有
レ
分
突
、
此
之
調
＝
物
化

物
佑
と
い
ふ
語
は
荘
子
の
特
徴
で
あ
る
。
彼
は
造
物
者
を
造
化
者
と
も
い
ふ
。
孟
子
以
前
に
物
の
来
源
を
い
ふ
者
は
な
い
。
否
、

も
と
づ

は
天
に
源
い
て
い
る
。
天
と
物
と
の
関
係
は
、
し
か
し
、
天
が
物
を
生
ず
る
と
い
ふ
以
上
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
い
。

切

－
切
の
来
源
で
あ
る
天

を
、
儒
も
墨
も
そ
の
立
場
の
根
底
に
置
い
た
。
儒
墨
相
争
ふ
の
を
否
と
す
る
荘
子
は
、
儒
墨
の
立
て
る
天
以
外
の
も
の
を
究
極
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
れ
が
道
で
あ
り
、
自
然
で
あ
る
。
（
勿
論
、
天
も
道
と
同
じ
に
論
じ
ら
れ
て
は
い
る
）
。

天
生
＝
下
民
－

詩

我
有
＝
天
志
－

墨
子
（
天
志
）

な
ど
に
代
っ
た
も
の
が
、
物
化
で
あ
り
化
で
あ
る
と
い
へ
る
。
荘
子
も
造
物
者
、
造
化
者
、
真
宰
な
ど
と
い
ふ
が
、
そ
れ
は
外
に
あ
っ
て

支
配
す
る
の
で
は
な
い
。
万
物
に
内
在
し
っ
、
超
越
し
て
い
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
胡
蝶
の
話
の
直
前
に
次
の
様
に
述
べ
る
。

サ
キ
ユ

間
両
問
レ
景
目
、
重
子
行
、
今
子
止
、
量
子
坐
、
今
子
起
、
何
其
無
＝
特
操
－
与
。
景
目
、
吾
有
レ
待
而
然
者
邪
。
吾
所
レ
待
而
又
有
レ
待
市

然
者
邪
。
吾
待
＝
蛇
鮒
蝿
翼
4

邪
。
悪
識
z
所
＝
以
然
－
。
悪
識
昌
所
＝
以
不
私
的



乙
の
未
了
の
聞
は
未
曽
有
の
間
で
あ
る
。
儒
も
墨
も
天
を
究
極
と
し
た
が
、
荘
子
は
、
天
の
絶
対
化
か
ら
来
る
儒
墨
の
争
を
知
っ
て
、

究
極
者
を
も
と
め
な
が
ら
も
絶
対
化
を
さ
け
よ
う
と
す
る
。
儒
墨
の
対
立
を
背
景
と
し
て
乙
れ
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

聖
人
将
レ
遊
＝
於
物
之
所
官
不
レ
得
レ
遜
而
皆
杏
：
：
：
又
混
万
物
之
所
レ
係
、
而
一
化
之
所
レ
待
乎

テ
ア
ヅ
カ
ラ
。

死
生
命
也
、
其
有
＝
夜
E
之
常
－
天
也
、
人
之
有
レ
所
レ
不
＝
得
与
ヘ
皆
物
之
情
也

（
太
宗
師
）

同

右）

人
は
佑
に
任
せ
る
よ
り
他
な
い
。
外
物
つ
ね
に
化
す
る
と
す
れ
ば
、
人
の
眼
前
の
知
は
当
て
に
な
ら
な
い
。

謡
歓
問
＝
乎
王
但
－
目
、
子
知
z
物
之
所
＝
同
是
－
乎
。
目
、
吾
悪
乎
知
レ
之
。
子
知
＝
子
之
所
官
不
レ
知
邪
。
日
、
吾
悪
乎
知
レ
之
。
然
則
物
無
レ

知
邪
。
目
、
吾
悪
乎
知
レ
之
、
（
錐
レ
然
嘗
試
言
レ
之
）
。

（
斉
物
論
）

知
も
是
非
も
当
て
に
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
我
々
に
許
さ
れ
た
道
は
物
化
に
任
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

。

ヤ

ン

ヌ

ル

カ

ナ

。

。

。

。

タ

ダ

若
化
為
レ
物
、
以
待
＝
其
所
レ
不
レ
知
之
化
－
、
己
乎
。
且
方
将
レ
化
、
悪
知
レ
不
レ
佑
哉
。
方
将
レ
不
レ
化
、
悪
知
＝
己
化
－
哉
。
吾
特
与
レ
汝
、
其

d
q
ゐ’’”’

夢
未
－
－
始
覚
－
者
邪
。
：
：
・
：
：
且
汝
夢
為
レ
鳥
而
属
＝
乎
天
－
、
夢
為
レ
魚
而
没
＝
於
淵
－
。
不
レ
識
、
A
f
之
言
者
其
覚
者
乎
、
其
夢
者
乎
。
造
適
、

不
レ
及
レ
笑
、
献
レ
笑
不
レ
及
レ
排
、
安
レ
排
而
去
、
化
乃
入
＝
於
謬
天
了

（
太
宗
鮒
）

人
間
世
篇
に
は
次
の
様
に
言
ふ
。

且
夫
乗
レ
物
以
遊
レ
心
、
詞
レ
不
レ
得
レ
己
以
養
レ
中
、
至
突
、
何
作
為
報
也
、
莫
レ
若
レ
為
レ
致
レ
命
、
此
其
難
者

乙
の
物
は
自
然
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
物
を
物
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

荘
子
に
も
個
々
の
物
は
あ
る
。
生
物
（
斉
物
論
）
や

自
＝
其
同
者
－
視
レ
之
、
万
物
皆
一
也

「
物
、
物
に
交
る
」
も
の
で
は
な
い
。

（
徳
充
符
）

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

七
五



思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

七
六

能夫
勝物。
:w..,＿不
1:幻‘’レ

票要
傷久
失

（
太
宗
師
）

（
応
帝
王
）

な
恒順ど
物。孟h は
之~－乙
大舌れ
情昆で

~t あ

る

「
与
物
為
春
」
（
徳
充
符
〉
の
物
は
万
物
で
あ
り
同
時
に
自
然
そ
の
も
の
、

（
応
帝
王
）

（
太
宗
師
〉

な
ど
の
物
は
根
源
の
「
も
の
」
で
あ
ら
う
。
乙
れ
は
自
ら
然
る
の
で
あ
り
、
自
ら
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
他
に
何
等
倹
つ
所
が
無
い
。

【八
V

「
道
は
自
然
に
法
る
」
と
い
ふ
。

「
老
子
」
の
道
も
乙
れ
で
あ
る
。

有
レ
物
混
成
、
先
＝
天
地
－
生
、
痕
令
審
令
、
独
立
市
不
レ
改
、
周
行
而
不
レ
殆
、
可
z
以
為
＝
天
下
母
ヘ
吾
不
レ
知
＝
其
名
ヘ
字
レ
之
目
レ
道
、

「
老
子
」
は
、

強
為
＝
之
名
－
日
レ
大
、
大
日
レ
逝
、
逝
日
レ
遠
、
遠
目
レ
反
：
・
：
：
：
人
法
レ
地
、
地
法
レ
天
、
一
犬
法
レ
道
、
道
法
＝
自
然
－

（二五）

荘
子
は
化
を
言
ふ
の
み
で
あ
る
が
、
「
老
子
」
は
復
を
言
ひ
、

帰
根
、
静
、
常
、
明
な
ど
と
言
ふ
（
十
六
章
）
。

反
（
四
O
章
）
を
言
ひ
復

帰
（
一
四
章
）
を
言
ふ
。
こ
れ
ら
の
思
想
は
荘
子
内
篇
の
化
よ
り
も
複
雑
に
な
っ
て
い
る
と
い
へ
る
。

老
子
も
佑
を
言
ふ
が
、
荘
子
に
見
る
様
な
純
粋
さ
を
感
じ
な
い
。
老
子
の
佑
は
副
次
的
に
起
っ
た
も
の
の
様
に
見
え
る
。
即
ち
一
四
章

に
次
の
様
に
あ
る
。

道
常
無
為
、
而
無
レ
不
レ
為
、
侯
王
若
能
守
、
万
物
将
＝
自
佑
－
、
佑
而
欲
レ
作
、
吾
将
鎮
レ
之
以
＝
無
名
之
撲
九
無
名
之
撲
、
亦
将
レ
不
レ
欲
、

不
レ
欲
以
静
、
天
下
将
自
正

（三七）

老
子
も
「
芸
芸
た
る
物
」
を
言
ひ
、

「
万
物
」
を
言
ふ
が
、
帰
根
に
の
み
眼
目
を
置
く
か
ら
個
々
の
物
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。
万
物



の
母
に
万
を
入
れ
る
の
も
こ
の
故
で
あ
る
。
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

「
老
子
」
の
物
は
荘
子
内
篇
の
物
佑
よ
り
あ
と
の
様
に
思
は

れ
る
。

（
附
）
荷
子
に
な
る
と
、

「
物
類
之
徒
必
有
レ
所
レ
由
」

（
勧
学
）
、

「
知
＝
万
物
之
理
仁

（
解
蔽
）
、
「
若
＝
万
物
之
理
】
」
（
楽
記
）
、
「
疏
＝
観

万
物
－
、
而
知
一
一
其
情
こ

（
解
蔽
）

な
ど
と
物
が
知
的
に
論
ぜ
ら
れ
、
認
識
の
問
題
が
か
な
り
っ
き
こ
ま
れ
て
い
る
（
解
蔽
）
。
解
蔽
篇

に
、
「
物
物
一
と
い
ふ
句
も
あ
る
が
、
荘
子
の
「
物
物
」
と
は
意
味
が
全
く
臭
っ
て
い
る
υ

修
身
篇
に
は
、
「
君
子
役
レ
物
、
小
人
役
＝
於

物
こ
と
い
ふ
句
も
あ
り
、
物
が
全
く
の
外
物
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
。

他
の
あ
ら
ゆ
る
点
で
も
荷
子
は
、
物
を
外
物
と
し
て
把
え

た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。九

「
量
子
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
」
の
中
で
、
萄
子
が
、

「
水
火
は
気
あ
っ
て
生
な
き
も
の
、
草
木
は
生
あ
っ
て
知
な
き
も
の
、
禽
獣
は

知
あ
っ
て
義
な
き
も
の
、
人
は
気
あ
り
、
生
あ
り
、
知
あ
り
、

且
義
あ
る
も
の
」

（
王
制
）
と
す
る
の
を
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ

l
ス
と
比
較

し
た
（
八
三
頁
）
。

乙
の
例
で
も
分
る
様
に
萄
子
は
気
を
全
く
の
物
質
と
し
て
い
る
が
、
萄
子
以
前
に
あ
っ
て
は
、
説
子
浩
然
の
気
は
も

と
よ
り
、
荘
子
も
気
を
単
な
る
物
質
と
見
て
は
い
な
い
。

古
代
人
は
一
切
に
神
を
見
、
現
代
人
は
神
を
も
物
質
佑
し
た
と
し
ば
し
ば
言
は
れ
る
が
、
古
代
に
あ
っ
て
は
物
と
握
力
と
は
別
た
れ
て

い
な
い
。
元
来
気
の
字
は
災
と
書
か
れ
、
説
文
に
「
雲
気
也
」
と
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
忠
で
も
あ
る
。
人
は
生
誕
と
共
に
息
を
す
る
。

人
が
死
ね
ば
肉
体
は
尚
そ
乙
に
残
っ
て
い
る
の
に
息
を
し
て
い
な
い
。
気
が
去
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
気
は
人
の
住
命
を
司
る
も
の
と

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

ーじ－
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考
へ
ら
れ
た
。
気
は
一
切
の
生
命
の
根
源
で
あ
る
。
薬
草
の
効
力
は
、
薬
草
の
気
で
あ
り
、
天
候
は
一
大
の
気
に
他
な
ら
な
い
。

レ
ッ
グ
は

気
を

a
g
E
R吋1
0
目
。
一
吋
拘
可
．
と
訳
し
て
い
た
が
、

乙
の
エ
ナ
l
ジ

l
は
我
々
の
精
神
活
動
で
も
あ
る
。
｜
老
子
や
背
子
に
見
え
る
「
専
気
」
｜

こ
の
気
は
人
の
た
ま
し
ひ
と
も
な
る
。
魂
は
説
文
に
「
陽
気
也
、
従
レ
鬼
」
と
あ
る
。

ク
リ

l
ル
は
魂
を

6
1ユ
ペ
瞬
を
ば
o
F
2．
と
訳

し
た
が
、
由
主
円
伊
丹
は
印
刷
V

目
立
宮
田
（
息
）

か
ら
来
た
乙
と
魂
と
同
様
で
あ
る
。
左
伝
昭
公
七
年
に

人
生
始
佑
日
レ
瞬
、
既
生
レ
瞬
、
陽
日
レ
魂

と
あ
り
、
注
に
は
瞬
は
形
な
り
と
あ
る
。
先
づ
肉
体
を
う
け
る
と
共
に
そ
れ
と
不
可
分
の
瞬
が
生
ず
る
。
疏
に
は
、
「
形
に
附
す
る
の
霊
、

塊
と
な
す
」
と
あ
る
。
礼
記
祭
義
に
も

気
也
者
、
神
之
盛
也
、
瞬
也
者
、
鬼
之
盛
也

と
あ
る
。
気
は
神
の
盛
な
る
も
の
で
、
人
死
す
る
時
、
気
は
発
揚
し
て
上
に
上
が
る
が
、
臓
は
肉
体
と
共
に
下
土
に
帰
す
る
、

と
祭
義
に

あ
る
。左

伝
昭
公
七
年
の
頃
、
魂
瞬
の
考
が
明
瞭
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

さ
き
の
記
事
は
左
伝
成
立
の
頃
の
考
方
を
反
映
し
て

い
る
の
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
も
っ
と
も
漠
然
と
天
に
上
り
、
地
に
帰
す
る
軍
を
考
へ
る
こ
と
は
ず
っ
と
旧
く
か
ら
あ
っ
た
。
般
の
祭

に
も
僚
が
あ
り
埋
が
あ
る
。
人
が
死
ん
で
、
気
が
去
っ
て
（
H
息
が
な
く
な
り
）
も
、

遺
骸
は
尚
そ
こ
に
あ
る
。
死
体
を
お
そ
れ
る
の
は
人

類
共
通
の
感
情
で
あ
る
。
気
が
去
っ
て
も
、
死
体
に
は
何
か
あ
る
と
考
へ
、
遺
骸
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
国
解
さ
れ
た
も
の
が
瞬
で
あ

る
。
明
確
に
魂
瞬
二
つ
の
た
ま
し
ひ
が
考
へ
ら
れ
た
の
は
陰
陽
二
気
の
成
立
と
深
い
関
係
の
下
に
於
て
で
あ
っ
た
ら
う
。
准
南
子
主
術
訓

l乙
は



天
気
為
レ
魂
、
地
気
為
レ
瞬

と
は
っ
き
り
、
二
気
論
な
っ
て
い
る
。
老
子
十
章
に
「
営
飽
」
と
い
ふ
文
字
が
見
え
、
河
上
公
注
は
じ
め
、
営
飽
を
魂
憐
と
解
し
て
い
る
。

（九｝

老
子
も
魂
瞬
ニ
気
論
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

荘
子
に
も
老
子
に
も
陰
陽
の
文
字
は
あ
る
が
、
孟
子
は
陰
陽
を
言
は
な
い
。
孟
子
に
も
五
行
説
の
影
響
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
あ
る
。

史
記
に
よ
れ
ば
、
陰
陽
五
行
説
の
大
成
者
職
街
は
孟
子
と
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
彼
は
稜
下
大
先
輩
で
あ
る
が
、
臨
輿
も
榎
下
に
列
っ
て

、’3
o

’V司
d

「
璃
費
、
亦
頗
る
脇
街
の
術
を
采
る
」
と
あ
る
。
陰
陽
五
行
説
は
稜
下
で
盛
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

さ
て
荘
子
は

与
＝
造
物
者
－
為
レ
人
、
而
遊
＝
地
天
之
一
気
－

と
言
っ
て
死
生
先
后
の
在
る
所
を
問
題
に
し
て
い
な
い
（
太
宗
師
）
。

「
ザ
先
生
得
亡
は
一
体
」

（
同
上
）
で
あ
り
、
「
時
に
安
ん
じ
て
順
に
処

る
」
の
を
理
想
と
す
る
。
彼
は

乗
＝
天
地
之
正
－
、
而
御
＝
六
気
之
解
－
、
以
遊
＝
無
窮
－
者

を
言
ひ
（
迫
進
遊
）
、

か
か
る
至
人
は
、

乗
＝
．
事
気
－
、
騎
＝
日
月
－
、
而
遊
＝
乎
四
海
之
外
－

も
の
と
さ
れ
、
死
生
に
よ
っ
て
変
ぜ
ら
れ
な
い
と
す
る
（
斉
物
論
）
。
荘
子
は

遊
＝
心
於
淡
－
、
合
＝
気
於
漠
－
、
順
＝
物
自
然

の
を
す
す
め
る
（
応
帝
王
）
。

乙
の
天
地
一
気
の
時
佑
に
順
ふ
な
ら
ば
、
死
生
存
亡
は
問
題
に
な
ら
ぬ
ば
か
り
で
な
く

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代
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凡
そ
物
、
成
る
と
駿
る
る
と
、
道
、
通
じ
て
一
と
な
す

が
故
に
、

「
万
物
皆
一
な
り
」
で
あ
る
。

老
子
も
気
を
言
ふ
。

「
専
気
致
柔
、
能
嬰
児
乎
」
（
一
O
）
の
気
を
高
亨
は
、

「
気
と
は
人
の
精
神
作
用
な
り
」
と
し
て
い
る
が
、
精
神

で
あ
る
と
共
に
万
物
に
芳
博
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
管
子
内
業
篇
の

持
レ
気
如
神
、
万
物
備
容

も
、
孟
子
の
「
浩
然
の
気
」

「
万
物
、
皆
我
に
備
る
」
も
こ
れ
で
あ
る
。

気
に
つ
い
て
は
「
老
子
」
も
荘
子
も
さ
し
て
区
別
は
な
い
。
荘
子
は
六
気
を
一
首
ひ
（
池
透
遊
）
、
陰
陽
の
忠
（
人
間
附
）
を
言
ふ
が
、
前
者

は
六
骸
（
徳
充
符
）
に
関
聯
し
て
言
は
れ
た
も
の
、
後
者
は
必
ず
し
も
陰
陽
を
宇
宙
の
二
原
理
と
し
て
立
て
る
も
の
と
は
言
へ
な
い
。
荘
子

の
立
場
は
、

あ
く
ま
で
、
も
し
造
佑
者
が
左
管
を
化
し
て
難
と
し
た
な
ら
ば
予
は
時
夜
を
求
め
よ
う
、
も
し
右
瞥
を
佑
し
て
弾
と
し
た
な

ら
ば
、
因
て
以
て
鵠
の
突
を
求
め
よ
う
、
予
の
尻
を
佑
し
て
輪
と
な
し
、
予
の
神
を
佑
レ
て
．
ぬ
と
な
し
、
時
に
安
ん
じ
順
に
居
ら
う
と
の

点
が
主
眼
で
あ
る
。
乙
れ
に
比
べ
て
「
老
子
」
は
陰
陽
を
系
統
化
し
て
い
る
。

一
生
レ
二
、
二
生
レ
三
、
三
生
ニ
万
物
ヘ
万
物
負
レ
陰
而
抱
レ
陽
、
沖
気
以
為
レ
和

道
生
レ
一
、

（四一二）

乙
乙
で
は
陰
陽
は
明
ら
か
に
哲
学
的
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
易
繋
辞
伝
の

易
有
＝
太
極
－
、
是
生
－
一
両
儀
－
、
両
儀
生
＝
四
象
－
、
四
象
生
＝
八
卦
一
。

一
陰
一
陽
之
調
レ
道

＊

者
J

注
に
縛
と
は
結
棄
な
り
と
あ
る



な
ど
や
、
礼
記
礼
運
の

礼
必
本
＝
於
太
了
、
分
而
為
＝
天
地
一
、
転
而
為
＝
陰
陽
一

な
ど
は
明
ら
か
に
「
老
子
」
の
あ
と
で
あ
る
。

「
老
子
」
は
荘
子
内
篇
と
易
繋
辞
伝
と
の
巾
問
に
位
し
て
い
る
。

（
附
）
陽
及
び
陰
の
字
は
、
詩
に
も
あ
り
、
金
文
に
も
あ
る
。
陽
は
金
文
珠
で
あ
り
、
太
陽
か
ら
光
の
降
り
そ
そ
ぐ
貌
、
陰
は
金
文
陰
で

あ
り
雲
（
云
）
と
阜
と
音
を
去
は
す
今
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
訪
に
あ
る
意
味
は
こ
の
原
義
か
ら
速
く
は
な
い
。
陰
陽
を
哲
学
的
に
用

ひ
出
し
た
の
は
孟
子
前
後
か
ら
始
っ
て
居
り
、

「
老
子
」
で
系
統
化
さ
れ
、
易
繋
辞
伝
で
完
成
し
た
と
考
へ
る
。

此
処
に
多
小
問
題
を
提
供
す
る
も
の
は
県
子
に
見
え
る
次
の
二
例
で
あ
る
。

凡
回
＝
於
天
地
之
悶
－
、
包
＝
於
四
海
之
内
－
、
天
壌
之
情
、
陰
陽
之
和
、

聖
人
有
レ
伝
、
天
地
也
、
則
日
＝
上
下
－
、
四
時
也
則
日
＝
陰
陽
一
、
人
情
也
、 英レ
不
レ
行
也
、

イ
ヘ
ド
モ

惟＝．

m－m－
不
レ
能
レ
史
也
、
何
以
知
－
一
其
然
－
、

則
日
＝
男
女
－
、
禽
獣
也
、
則
回
一
一
牡
牝
雄
雌
二
士
同
一
（
天
地

之
情
、
唯
レ
有
＝
先
王
目
、
不
レ
能
レ
吏
也

（
昨
過
）

乙
の
陰
陽
は
四
時
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
も
の
、
未
だ
哲
学
的
原
則
と
な
っ
て
は
い
な
い
。

是
以
天
之
為
－
一
寒
暑
－
也
、
節
＝
四
時
二
調
＝
陰
陽
雨
露
－
也
時
五
穀
執
、
六
畜
遂
：
・

（
天
志
中
）

乙
れ
も
四
時
に
聯
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
陰
陽
が
哲
学
的
原
理
と
し
て
立
て
ら
れ
る
前
の
も
の
に
違
い
な
い
。
前
三
枇
紀
以
降
の
も
の
に
な
る
と
陰
陽
は
は
っ
き
り
世

界
構
成
の
原
理
と
な
っ
て
来
る
。

思
想
発
展
の
路
線
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か
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た
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代
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孔
子
の
仁
の
立
場
は
万
物
を
一
体
と
し
な
い
で
は
居
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
情
意
に
即
せ
ず
し
て
、
万
物
一
体
を
言
は
う
と
し

た
も
の
に
墨
経
や
名
家
の
立
場
が
あ
る
。
恵
施
の
万
物
一
体
は
専
ら
か
か
る
名
弁
の
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
恵
施
が
、

汎
愛
万
物
、
天
下
一
体
也

〈
荘
子
天
下
篇
）

と
言
ふ
の
は
、
孔
子
の
仁
（
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
来
た
康
子
の
兼
愛
）
と
彼
の
即
論
上
の
一
体
論
と
を
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
荘
子
の
批
評
は

マ
サ
レ
リ
ト
ア
ヤ
ウ
シ

夫
充
レ
一
尚
可
、
日
レ
愈
レ
貴
レ
道
幾
失

（
天
下
篤
）

で
あ
る
。
さ
き
に
引
い
た
墨
経
下
時
「
欧
物
、

一
体
也
、
説
在
供
一
、
悦
是
」
に
対
す
る
「
説
」
は
次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

値

l
倶
一
、
若
牛
馬
四
足
、
惟
是
、
当
牛
馬
、
数
牛
、
数
馬
、
則
牛
馬
二
、
数
牛
馬
、
則
牛
馬
一
、
若
数
指
、
指
五
、
而
五
、

説
の
意
味
は
、
牛
馬
は
四
足
と
い
ふ
部
類
に
入
る
。
牛
と
言
ひ
馬
と
言
へ
ば
、
牛
馬
は
二
と
な
る
。
牛
馬
と
言
へ
ば
牛
馬
は
一
と
な
る
。

指
を
数
へ
る
の
に
指
は
五
あ
る
が
、
指
と
言
へ
ば
五
が
一
つ
で
あ
る
と
の
意
味
で
、

か
か
る
考
方
は
小
取
篇
他
に
も
あ
る
巴
荘
子
斉
物
論

の
一
体
論
で
は
か
か
る
概
念
上
の
一
体
論
が
大
き
な
誘
因
に
な
り
又
役
目
を
演
じ
て
い
る
ら

一
を
哲
学
の
中
心
問
題
と
す
る
の
は
ヨ

l
ロ

ッ
パ
古
代
に
も
あ
っ
た
。
孔
子
は
一
貫
を
一
首
ひ
、
量
子
は
一
本
を
言
ふ
が
、
孔
子
孟
子
で
は
未
だ
一
が
根
本
の
も
の
と
し
て
立
て
ら
れ
て

い
る
訳
で
は
無
い
。

量
子
が
、

「
志
壱
則
動
気
」
と
い
ふ
通
り
、
心
乃
至
態
度
の
純
一
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
管
子
心
術
下
篇
に

能
専
乎
、
能
一
乎
・
：
：
：
：
其
精
気
之
極
也

と
い
ふ
の
も
純
一
が
尊
ば
れ
て
い
る
に
は
し
て
も
未
だ
一
を
実
体
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

の
み
な
ら
ず
貴
子
で
は
「
執
こ
を
悪
い



意
味
に
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
執
中
に
対
し
て
．
語
ら
れ
て
い
る
。
黒
子
と
楊
子
と
を
挙
げ
た
後

子
莫
執
レ
中
、
執
レ
中
為
レ
近
レ
之
。
執
レ
中
無
レ
権
、
猶
レ
執
レ
一
也
。
所
レ
悪
レ
執
レ
一
者
、
為
＝
其
賊
下
道
也
。
挙
レ
一
両
癌
レ
百
也

と
あ
る
。
老
子
は
抱
一
を
言
ひ
（
十
章
、
二
十
二
章
）
、
抱
撲
を
言
ふ
。
撲
は
未
分
の
一
に
他
な
ら
な
い
。
三
十
九
章
に
は
次
の
様
に
あ
る
。

天
得
レ
一
以
清
、
地
得
レ
一
以
寧
、
神
得
レ
一
以
霊
、
谷
得
レ
一
以
政
、
万
物
符
レ
一
以
生
、
侯
王
将
レ
一
以
為
＝
天
下
貞
－

同
じ
く
根
源
的
一
で
あ
っ
て
も
、
天
、
地
、
神
、
谷
、
万
物
と
、
型
人
の
場
合
は
少
し
く
異
な
る
。
侯
王
の
一
は
態
度
に
か
h

っ
て
い

る
様
に
思
ふ
。
二
十
三
章
の
「
聖
人
、

一
を
抱
い
て
天
下
の
式
と
な
る
」
も
然
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
草
の

載
＝
営
線
－
抱
レ
て
能
無
レ
離
乎
、
専
レ
気
致
レ
柔
、
能
嬰
児
乎

と
い
ふ
の
が
専
ら
精
神
む
純
一
に
つ
い
て
諮
ら
れ
て
い
る
の
と
相
応
ず
る
。
例
目
子
内
業
篇
に

能
守
レ
一
、
而
棄
＝
万
苛
－
（
奇
）
、
見
レ
利
不
レ
誘
、
見
レ
害
不
レ
憧
：
：
：
是
謂
＝
市
一
耳
目
河
一

と
あ
り
、
前
の
方
に
、

一
レ
物
能
化
、
謂
＝
之
神
－
、

一
レ
事
能
変
、
謂
＝
之
智
－
：
：
：
附
執
レ
一
君
子
、
：
：
：
：
：
：
符
二
之

m－

と
あ
る
の
が
、
主
と
し
て
心
の
態
度
と
し
て
語
ら
れ
な
が
ら
も
、

一
之
理
と
し
て
一
が
立
て
ら
れ
て
来
た
の
と
同
様
に
、
老
子
も
根
源
者

と
し
て
の
一
を
立
て
な
が
ら
尚
、
心
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
然
し
こ
れ
を
荘
子
の
、

「
天
地
、
我
と
並
び
生
じ
、
万
物
我
と
一
た
り
。
既
に
己
に
一
た
り
。
日
、
言
ふ
こ
と
あ
る
を
得
ん
や
。
既
に
己
に
之
を
一
と
謂
ふ
。

且
つ
言
ふ
乙
と
無
き
を
得
ん
や
。

一
と
言
と
二
た
り
。

二
と
一
と
三
た
り
一
五
一
五
」

と
い
ふ
一
に
比
べ
れ
ば
そ
の
違
い
明
ら
か
で
あ
る
。

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

/¥ 



思
惣
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
子
」
成
立
の
年
代

/¥ 
四

は
じ
め
一
は
心
の
問
題
、
態
度
の
問
題
と
し
て
起
り
、
次
で
観
念
上
の
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
、
最
店
に
根
源
者
と
し
て
の
一
が
出
て

い
る
。
荘
子
の

「
天
地
一
指
也
、
万
物
一
馬
也
。
」

「
天
地
与
我
並
生
、
而
万
物
与
我
為
一
。
」

と
い
ふ
考
方
に
は
上
述
泉
経
な
ど
の
考
方
が
影
を
宿
し
て
い
る
。
荘
子
で
は
、

一
は
観
念
上
の
一
と
根
源
者
と
し
て
の
一
と
の
間
を
揺
曳

し
て
い
る
。

「
老
子
」
に
な
る
と
根
源
者
の
一
が
確
立
す
る
織
に
思
は
れ
る
。

筆
者
は
思
想
発
展
路
線
上
か
ら
見
て
、

「
老
子
」
の
成
文
を
杭
子
内
篇
成
立
と
略
立
相
前
后
し
、
ゃ
・
〉
花
子
内
篇
に
お
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
へ
る
。
稿
成
っ
て
後
入
手
の
楊
栄
国
「
中
国
古
代
思
想
史
」
は
本
論
と
暗
合
の
所
少
く
な
い
の
で
最
後
に
一
言
紹
介
す
る
。

氏
は
老
子
書
の
中
に
は
、
楊
朱
の
貴
生
思
想
、
宋
恨
の
禁
攻
寝
兵
の
思
想
の
他
、
寡
欲
思
想
、
関
ヂ
の
消
虚
思
題
、
彰
蒙
・
田
餅
の
不
教
思

想
、
荘
周
・
慎
到
の
棄
知
去
己
思
想
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
一
一
例
を
挙
げ
る
。
次
に
老
子
書
中
か
ら
、
孔
子
・
墨
子
・
孟
子
・

商
鞍
に
対
す
る
批
評
の
語
と
す
る
も
を
あ
げ
る
が
、

「
失
仁
而
後
義
」
を
黒
子
の
貴
義
に
対
す
る
も
の
と
し
、

「
以
道
藍
天
下
、
其
鬼
不

神
」
を
墨
子
の
明
鬼
に
対
す
る
批
評
と
す
る
類
で
あ
っ
て
概
ね
同
意
出
来
る
。

「
法
令
滋
章
、
盗
賊
多
有
L

は
商
蜘
軟
に
対
す
る
も
の
と
す

る
。
更
に
氏
は
、
荘
子
内
篇
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
老
子
」
が
晩
出
の
旨
を
証
明
し
て
腐
り
こ
の
部
分
に
筆
者
と
一
致
す
る
見
方

が
多
い
。
唯
氏
は
内
篇
中
、
斉
物
論
を
慎
到
一
派
の
作
と
し
て
除
外
す
る
。
筆
者
は
斉
物
論
と
誼
迄
遊
と
立
場
の
相
違
を
感
じ
な
が
ら
も



斉
物
論
ζ
そ
荘
子
最
晩
年
の
立
場
と
考
へ
る
。
斉
物
論
を
除
外
し
て
荘
子
は
語
れ
な
い
。
さ
て
氏
は
次
の
様
に
言
ふ
「
荘
子
が
一
個
の
老

鵬
を
か
つ
ぎ
出
し
て
孔
子
を
折
伏
し
、
楊
朱
を
低
一
政
せ
し
め
た
：
：
：
荘
子
の
後
を
う
け
、
五
下
言
を
撰
し
た
者
、
老
子
に
名
を
託
し
た
。

：
：
：
晩
出
の
荘
子
天
下
篇
に
老
子
の
詳
述
が
あ
り
、
布
子
．
天
諭
に
老
子
思
想
の
批
判
が
あ
り
、
韓
非
子
に
解
老
、
喰
老
が
あ
り
、
自
民
春

秋
、
戦
国
策
亦
老
子
言
論
の
引
証
が
あ
る
に
及
ん
で
、
老
鵬
そ
の
人
は
ぬ
き
難
く
確
ー
す
る
に
到
っ
た
」
と
。

注
一
、
張
黙
生
先
奈
子
文
選
一
八
二
頁

ニ
、
難
根
深
、
劉
節
、
郭
沫
若
。
羅
根
揮
に
つ
い
て
は
劉
節
が
古
史
々
不
で
言
及
し
て
い
る
（
二
一
－
一
九
頁
）
。
劉
節
「
管
子
中
所
見
之
宋
銃
一
派
学
説
」
、

郭
沫
若
「
朱
釘
罪
文
遺
著
考
」
、
「
穣
下
賞
老
学
派
的
批
判
」

三
、
正
論
鱒
に
「
宋
子
目
、
人
之
情
欲
寡
、
而
皆
以
己
之
情
、
為
欲
多
、
是
過
也
」
と
あ
る
が
窓
味
明
ら
か
で
な
い
。
天
論
篤
及
ぴ
荘
子
天
下
篤
か
ら

考
へ
て
、
欲
多
い
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
。

四
、
の
同
時
冊
目
日
。
ロ
件
当
O
B宮
w
n
g
E
S己
可
寸

8
2
g

五
、
に
と
へ
ば
高
亨
は
老
子
正
訟
に
老
子
来
源
十
を
挙
げ
て
い
る
。
起
源
の
お
そ
い
法
家
の
話
が
老
子
中
に
散
見
す
る
こ
と
も
見
離
し
て
は
な
ら
な
い
。

六
、
林
諮
蛍
は
老
子
の
水
と
荘
子
の
水
と
の
異
い
に
気
づ
い
て
い
る
。
F

巧
巴
R
Z
g
g
m
宮司

F
g
g
o
同
国
司
自

σo
－o同
件

宮
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p
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w
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回
0
4
5

庄
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x
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2

0同

H
S
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ロ
宮
司

O片

8
E
F
．3
z
d『目
E
o
g
a
E
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8
・
H
M

・∞M
）
。
民
は
荘
子
の
万
を
あ
と
と
し
て
い
る
。

七
、
気
が
も
の
で
あ
り
精
神
で
あ
る
（
後
述
）
と
同
様
、
精
も
も
の
の
精
粋
で
あ
り
、
精
神
の
精
粋
で
あ
る
。
老
子
は
前
者
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。

ト
a

八
、
（
追
注
）
老
子
は
道
の
他
に
自
然
を
立
て
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
此
処
は
正
確
に
は
「
道
は
法
る
こ
と
自
ら
然
り
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
。
詳

し
く
は
筆
者
著
「
老
子
」
二
ハ
一
一

l
一
六
六
頁
を
見
ら
れ
な
た
い
。

九
、
（
追
注
）
営
雌
の
解
緯
に
関
し
て
は
現
在
は
も
う
少
し
突
っ
こ
ん
だ
見
解
を
有
っ
て
い
る
。
前
掲
小
著
「
老
子
」
抱
一
無
離
章
（
一

O
一
l
一
O

七
貰
）
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
率
で
あ
る
。

後
記

今
夏
病
臥
の
為
、
新
な
稿
を
超
せ
な
か
っ
た
の
で
旧
稿
を
以
て
責
を
果
し
た
。

思
想
発
展
の
路
線
上
か
ら
見
た
「
老
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成
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